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2003年度役員選挙のお知らせ
投票締め切り　7月20日（土）必着

会則第9条ならびに役員選挙細則に基づき，役員の選挙を行いますので，お知らせいたします．

今回改選する会長1名，副会長2名，評議員25名に対して，それぞれ，1名，2名，33名の立候補がありました．立候補者は以下の
方々です．会長，副会長の立候補者は定員をこえなかったので，選挙細則第2条11項にしたがい，第一回選挙管理委員会（5月24日開催）
で全員当選となっております．したがいまして，今回選挙の対象となるのは評議員のみとなります．正式の候補者名簿は投票用紙ととも
に，6月中旬に郵便でお手元にお届けいたします．投票締め切りは細則にしたがって7月20日（必着）となっております．

例年，出し忘れや締め切りを過ぎてから到着するものがあります．お手元に届き次第，候補者名簿をよくご覧になって，お早めに投函
されますようお願いいたします．

開票は7月24日（水）午後2時から地質学会事務局で行います．また，開票結果は地質学会ニュース8月号に掲載するとともに，9月
14日新潟大学で開催予定の総会で報告することになっています．

なお，今回の選挙と同時並行して，オンライン化検討委員会のIT化・オンライン化等についてのアンケートを行うことになりました．

このため，今回の選挙に関連して皆様に送付いたします書類に，アンケートの質問用紙と回答用紙（マークシート）を同封することにな
りましたのでご了承下さい．返送されてきた封筒の開封と書類の区分けは当委員会が行い，アンケート用紙のみをオンライン化検討委員
会に渡すことといたします．この際，投票の公正と秘密保持には十分注意を払います．

2002年5月31日
2002年度選挙管理委員会
辻　隆司（委員長）・五十嵐聡・川辺文久・塚本　斉・吉岡　正

会長・副会長候補者名簿（記号・氏名・勤務先，五十音順）
＊立候補者が定員を超えないため，選挙細則第2条11項にしたがい，第一回選挙管理委員会にて無投票当選とした
会長

平　　朝彦　　海洋科学技術センター 当選＊

副会長
加藤　碩一　　産業技術総合研究所 当選＊

木村　　学　　東京大学 当選＊

評議員候補者名簿（記号・氏名・勤務先）（五十音順）
評議員
1 赤羽　久忠　　富山市科学文化センター 18 佐々木和彦　　応用地質（株）
2 足立　勝治　　アジア航測（株） 19 佐瀬　和義　　都立練馬高等学校
3 荒戸　裕之　　帝国石油（株） 20 柴u 直明　　国際航業（株）
4 石渡　　明　　金沢大学 21 鈴木　徳行　　北海道大学
5 伊藤　谷生　　千葉大学 22 徐　　　垣　　海洋科学技術センター
6 井内　美郎　　愛媛大学 23 竹内　　誠　　名古屋大学
7 今岡　照喜　　山口大学 24 田崎　和江　　金沢大学
8 大友　幸子　　山形大学 25 玉生　志郎　　産業技術総合研究所
9 岡村　　眞　　高知大学 26 角田　史雄　　埼玉大学

10 片山　郁夫　　東京工業大学 27 仲谷　英夫　　香川大学
11 狩野　謙一　　静岡大学 28 新妻　信明　　静岡大学
12 菊地　隆男　　立正大学 29 平島　崇男　　京都大学
13 木村　純一　　島根大学 30 廣井　美邦　　千葉大学
14 公文富士夫　　信州大学 31 松田　博貴　　熊本大学
15 小坂　共栄　　信州大学 32 吉田　武義　　東北大学
16 紺谷　吉弘　　立命館高等学校 33 吉田　史郎　　産業技術総合研究所
17 斉藤　尚人　　千葉県立犢橋高等学校
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オンライン化アンケートについてのお願い

役員選挙と学会オンライン化アンケートの共通実施について

日本地質学会オンライン化検討委員会では，現在，学会のオンライン化について検討を進めています．その活動の一環として，全

会員に対してIT化・オンライン化等についてアンケートをとることになりました．

つきましては，郵送費の節約と回収率を高めるため，アンケートの質問用紙の発送と回答用紙（マークシート）の回収を，今回の

選挙関連書類に同封させていただき，実施することになりました．ご回答をいただける場合，投票用紙とアンケートの回答は同封し

て返送いただきます．開封と書類の区分けは選挙管理委員会が行うことを了承していただきましたので，アンケート回答用紙のみを

オンライン化検討委員会が受け取ることといたします．共通実施について会員諸子のご理解とアンケートへのご協力をお願い申し上

げます．

日本地質学会オンライン化検討委員会

委員長　天野一男
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報告
本会委員会以外の研究会・
委員会等よりのお知らせを
掲載します．

日時：2002年3月4日（月）13 : 30～17 : 00
場所：日本学術会議　第5部会議室
出席者：斎藤常正会員，野田浩司，小泉　格，

長谷川善和，小笠原憲四郎，八尾　昭，辻
誠一郎，西田治文，北里　洋，大路樹生
各委員

欠席：加瀬友喜，瀬戸口烈司委員
学術課：中野事務官

議題

1． 前回議事録の承認
第4回議事録案が示され，会議開催場所の

訂正ののち承認された．
2． 学術会議報告（斎藤）
1） 2月14日に連合部会が行われ，「日本学

術会議の在り方について」，学術会議の中
で現在議論されている科学者コミュニティ
案が紹介された．今後大きな組織の見直し
が行われる可能性のあることが示された．

2） 国際会議への平成14年度代表派遣とし
て，斎藤常正会員が第1回国際古生物学会
議（シドニー）へ出席することとなった．

3） 平成16年度の国際会議開催に対する助
成申請は，19件の申請があり，8件が認め
られた．

3． 研連の再編（斎藤）
2月14・15日に第4部会で審議が行われ，

第4部研連の見直しが行われた．新しい案で
は従来の研連から計57名が削減され，新研
連が7つ置かれる．古生物学研連は定員1名
減となり存続する．また地質学総合研連は，
その下に環境地質学（または応用地質学），
第四紀学の2つの専門委員会を置く案であ
る．これらの案は3月の第四部会，4月の総
会を経て決定される．
4． 科研費配分委員候補者の推薦

細目「層位・古生物学」の第一段審査委員
候補者に関し，日本古生物学会に6名，日本
地質学会に2名，第四紀学会に2名の推薦依
頼を出すことになった（注1）．
5． 古生物タイプ標本の保全・データベース

化（小笠原）
データベースのオンライン公開に関し，日

本古生物学会の承認を得た後，出版の1年後
をめどに行う予定が示された．また，現在第
2 巻は編集最終段階を迎え，刷り上がり計
586ページ，印刷費見積もりは250万円であ
る．文部科学省出版助成を申請している．ま
た第3巻は未収録分および未選出分類群から

日本学術会議第18期第5回
古生物学研究連絡委員会　議
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なり，10月に原稿締め切りの予定．
6． 博物館学芸員の科研費申請資格（野田）

古生物学会会員名簿（1999年版）に基づ
く科研費申請資格が認められていない全国の
博物館在籍研究者の一覧が示された．これに
よると，48博物館に総数78名の研究者が在
籍する．現在改定中の名簿が出版され次第，
新しいデータに基づいた調査を行い，申請資
格取得について文科省に対する働きかけを進
めることが議論された．
7． 第18期研連の活動

博物館や大学に保管されている研究資料
（古生物標本）の保全・管理の問題，大学の
古生物研究者の減少などに関し，議論が行わ
れた．次回さらに議論を行うこととした．

次回は5月14日（水）13 : 30からの予定．

（注1：2002年3月8日，第18期第1回学術体
制常置委員会及び研究連絡委員会等役員合同
会議が開催され，第一段審査委員候補者数に
関して変更が要請されたため，現在，各学会
への推薦依頼数は決まっていない．）

（八尾　昭）

日時：2002年5月14日（火）13 : 30～17 : 20
場所：日本学術会議　第6部会議室
出席者：斎藤常正会員，野田浩司，小泉　格，

長谷川善和，小笠原憲四郎，辻誠一郎，加
瀬友喜，北里　洋，大路樹生　各委員

欠席：八尾　昭，瀬戸口烈司，西田治文委員
学術課：中野事務官

議題

1． 前回議事録の承認
第5回議事録案が示され，承認された．

2． 学術会議報告（斎藤）
4月18・19日に総会が行われた．「日本学

術会議の在り方について」，学術会議として
は2500人規模のJapan Academyを目指し，
その選出方法について検討案が示された．ま
た，21世紀に学術が社会とどう関わるのか
についての考えであるJapan Perspectiveを検
討している．
3． 第4回地質科学総合研連（野田）
「総合研連はこの度の研連再編の検討に際

し，地質科学分野の科研費審査委員候補者を
選任する役割がなくなったこと，第四紀研究
専門委員会と新たな応用地質もしくは環境地
質専門委員会の2専門委員会で構成し，新た
な実効ある活動を今期中から始動するため現
在の委員を委員長一任で更新することにし
た．
4． 平成15年度科学研究費配分委員候補者

の推薦
1） 分科地球惑星科学第二段委員定数（8名）

日本学術会議第18期第6回
古生物学研究連絡委員会　議
事録

が細目（7細目）よりも1名多いため，そ
の分配方法を学術会議で検討した結果，地
球物理グループと地質・地球化学グループ
が隔年一人多く推薦することとなり，これ
を了承した．

2） 関連学会（日本古生物学会，日本地質学
会，日本第四紀学会）からの候補者推薦資
料に基づき，分科「地球惑星科学」第2段
委員候補者3名，細目「層位・古生物学」
第1段委員候補者12名を投票により順位を
付け選出し，推薦することとした．

5． 博物館学芸員科研費応募申請資格に関し
て（野田）
古生物学会名簿（2002年版）に基づいて
作成された科研費申請資格が認められてい
ない博物館在籍研究者リストを検討し，古
生物分野における博物館学芸員の現状を把
握した．個人で応募することができる科研
費（奨励研究B）に応募することを薦める
ほか，先行して取り組んでいる自然史学会
連合と連携することなどが話し合われた．
次回，継続して審議することとした．

6． 古生物タイプ標本の保全・データベース
化（小笠原）

1） タイプ標本リスト，第2巻は日本古生物
学会特別号40号として印刷，公表する．
これに関して，文部科学省出版助成が認め
られた．また，第3巻に収録する未選出分
類群の担当者を決めた．

2） タイプ標本データベースのインターネッ
ト上での公開については，どういう形で公
開するのかを議論した上で，公開する方向
である．

3） 全国の大学・研究機関所蔵タイプ標本に
ついて，今後その保管・管理の必要性を研
連としてアピールする方向で議論を進め
る．

7． その他
IPAに国単位での参加方式が取れるように

働きかけることとした．本年7月に開かれる
第一回古生物学国際会議の際に開かれるIPA
総会で提案する．

次回は11月12日（火）13 : 30からの予定．

（八尾　昭）

日時：平成14年3月11日（月）13 : 00_16 : 40
場所：日本学術会議　第4部会議室
出席者：斎藤常正，谷口　旭，寺崎　誠，杉

本隆成，山口征矢，松山優治，角皆静男，
西田周平，伊藤絹子，花輪公雄，灘岡和夫，
井内美郎

欠席：西田篤弘，石井春雄，平　啓介，友定
彰，前田明夫，松田　治，野崎義行，古谷
研，伏見克彦，松永勝彦

日本学術会議第18期第5回
海洋科学研究連絡委員会　議
事録



4 日本地質学会News 5 （ 6 ）

Ⅰ． 第4回議事録について
第4回海洋科学研究連絡委員会（平成13年

11月6日開催）の議事録案は，事前にメール
で回覧し，必要な修正を施したうえで，本委
員会で承認した．

Ⅱ． 報告事項

（1）日本学術会議関連
2月14日開催の連合部会で中心的な議題と

なった「日本学術会議の在りかたについて」
斎藤会員から以下のような報告があった．

1） 総合科学技術会議からの要請に応じ，
学術会議自体が構想するあり方を提案す
ることになったので，学術会議運営審議
会で以下のような基本的認識に基づいた
原案が作られた．

2） ①科学および科学者が社会に対する使
命を正当に果たすには，学協会を基盤と
する全領域の科学者を包括するコミュニ
テイー，すなわち日本学術会議の存在が
必要である，②会員は終身会員とし，学
術上高い評価を得た業績を終身定量的な
基準として尊重し，その理念に基づいた
最良の会員選出法がco-optationであるこ
とを考慮して，先任会員が新会員を選出
する．また，高齢者のために名誉会員の
制度を設ける，③高い評価を得た業績の
内容は領域によって異なるので，各領域
でその定義を定めておくべきである．

3） 新しい学術会議は，運営執行を担当す
る210人前後を含む2500人前後の会員か
らなる．現行同様7部編成で活動するが，
会員選出は，登録学協会を5つくらいの
領域にまとめた上で行う．以上の原案に
ついてさらに論議を重ね，今秋までに学
術会議案をまとめ，総合科学技術会議へ
提案する予定である．

この報告を受け，7部編成では複合新領域
が相次いで興っている近年の科学分野の広が
りに対応できない，会員の選出方法をさらに
吟味すべきであるなどの意見が出された．

（2）第10回国際サンゴ礁シンポジウム共同
主催の申請について（灘岡委員）
2004年6月に沖縄で開催予定の国際サンゴ

礁シンポジウムについて，日本学術会議との
共同主催を申請した経緯について説明があっ
た．本研連から提出した副申書については，
すでにメールにより回覧され承諾が得られて
いる．3月4日ヒアリングに臨んだが，採否は
12日の運営協議会で決定される予定である．

（3） 科学技術・学術審議会海洋開発分科会へ
の課題提案について（谷口委員長）
前回の委員会において文部科学省海洋地球

課竹田氏が表明した，“科学技術・学術審議
会海洋開発分科会”における「今後20年間
くらいを目途にした海洋科学調査研究の基本
的な方針と計画策定」にあたって本研連の意
見を参考にしたいという要請に応えて，メー
ル上で委員はじめ海洋学会員から提案された

多くの課題案を取りまとめて，竹田氏および
同分科会で本件を担当する小池勲夫氏に届け
た．

（4）海洋科学技術センターと国立極地研究所
との統合案に対する委員長声明について

（谷口委員長）
海洋科学技術センターと国立極地研究所と

の統合案に対する委員長声明文の扱いが以下
のように説明された．2月初旬，総合研究大
学院大学長，極地研連，雪氷学会，気象学会

（学会員田中正之＝前本研連委員長＝名）な
どの声明文とともに，写しが文部科学省研究
振興局長と研究開発局長に手渡されたが，直
接大臣に手渡すには至っていない．声明文の
主旨は，性格を異にする組織の統合がtop-
downで進められることに対して危惧を示す
ことであり，慎重論や反対意見，とくに本研
連委員ではない人から強い反対もあったが，
委員から返信された意見の多数が賛成であっ
た．この報告に対して，単なる反対ではなく
代案を積極的に提案するべきであった，これ
を機会に海洋科学技術センターをさらに理想
的な方向へと誘導するべきであるなどの意見
が出された．

（5）SCOR関連について（角皆SCOR副会長）
他の関連機関とともに，食糧と水・炭素循

環，陸と海の相互関係，大気と海洋の相互関
係の3点をキャッチフレーズとしたIGBPの
第2フェーズに関する検討を重ねてきてお
り，粗案ができつつある．これから具体的な
計画の検討委員会が発足するが，その一次候
補者250人に日本人が入っていなかったの
で，抗議の意を添えて若手研究者3名を追加
推薦した．

Ⅲ． 協議事項

（1）SCOR関連
①今秋札幌での総会でSCOR役員の改選が

あり，角皆現副会長を含む副会長2名の交替
が予定されている．本研連から新たに候補者
を推薦することにつき審議し，今回は日本か
ら選出される確率は極めて低いものの，将来
を考えて推薦することとした．候補者の選出
は，SCOR国内委員である谷口委員長，平委
員，角皆委員の3人に任せることになった．
②SCOR事務局からの問い合わせがあった，
今秋札幌での総会に関する諸事項のうち多く
は海洋学会大会実行委員会に協力を要請して
対処すること，研連主催のレセプションにつ
いては開催を原則とするが，経費に関しては
なお問題があるので，引き続き検討すること
とした．

（2）学術体制常置委員会・研究連絡委員会合
同会議をうけて
3月8日に開催された表記合同会議に出席

した西田周平委員より，科研費審査委員候補
者推薦に関する審議を進める必要性が説明さ
れた．それに先立ち，本研連が関係する総

合・新領域分野環境学分科に関して以下のよ
うな報告が行われた．
①かねてより本研連が第一希望としていた細
目「海洋科学」の新設は実現しなかったが，
第二希望として要請していた新設キーワード
のうち“化学海洋”“生物海洋”などが採択
盛込まれた科研費分科・細目・キーワード一
覧が配布された．②これに伴い，以前より本
研連が対応研連として承認されていた細目の
後継細目「環境保全修復」に加えて，細目

「環境動態解析」および細目「環境影響評
価・環境対策」のうちキーワード群1への新
規登録希望を委員長が申出た．これに対し，
海洋科学との密接な関連は，前者ではむしろ
希薄で，後者では明瞭だとして，「環境動態
解析」および「環境影響評価」の対応研連と
して承認された．③審査委員候補者の推薦に
際しての留意点として，1）窓口研連は関係
研連と密に連絡をとる，2）推薦方法の公明
性・透明性を重視する，3）当該分野に精通
している人をえらぶ，4）キーワードを重視
する，5）分科・細目毎に同一大学・研究機
関の重複を避ける，6）13・14年度2期連続
で委員だった者を対象としない，7）窓口研
連が対応研連からの候補者に順位をつける，
ほか．

これらの報告をうけて，本研連としては，
まず窓口研連すなわち「環境動態解析」にあ
っては地球物理研連，「環境影響評価」にあ
っては自然保護研連と早急に連絡をとる必要
性を確認した．また，前回決定を踏まえ，海
洋学会から4名，その他の学会からは1名ず
つ候補者を推薦してもらうよう，委員長から
各学会長宛に依頼することにした．それらの
推薦リストの中から最終候補者を，次回研連
で決定する．

（3） 学術会議主催講演会について
日本学術会議主催講演会にふさわしい課題

を次回研連に持ち寄ることとした．

（4） 日本学術会議の英名について
日本学術会議および各種委員会の英語名決

定をうけ，本研連英語名を“Na t i o n a l
Committee for SCOR (Scientific Committee
on Oceanic Research)”とすることとした．

次回は2002年5月21日（火）に開催予定．
（伊藤絹子）

日時：平成14年3月5日（月），13 : 30_17 : 00
場所：日本学術会議第4部会議室
出席者：青木謙一郎（学術会議会員），斎藤

常正（学術会議会員），小川勇二郎（日本
地質学会），永広昌之（同），公文富士夫

（同），前田晴良（日本古生物学会），西脇

日本学術会議第18期第4回
地質学研究連絡委員会　議事
録
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二一（日本情報地質学会），田切美智雄
（日本岩石鉱物鉱床学会），岩松　暉（日本
応用地質学会），玉生志郎（日本地熱学会），
小玉喜三郎（地質調査総合センター），吉
岡龍馬（代理　長瀬和雄　日本地下水学会）

欠席： 木村　学（日本地質学会），中尾征三
（同）

＜報告・審議＞

1． 日本学術会議のあり方について
2月14日に開催された連合部会における改

革議論の状況が報告された．下記の7つの基
本的的見解を踏まえて，会員構成や選出方法
についてA，Bの2案が検討されている．A
案では，会員数の大幅増加，選出方法の変更

（co-optation制），終身制などの抜本的な提案
が含まれている．B案は現在の体制との類似
性が高いが，研連委員に相当する部分を准会
員とすることや学協会以外からの推薦枠が設
けられている．いくつか意見の交換はあった
が，改革案の実効性が具体的でないこと，不
確定要素が多すぎることなどから，今後の審
議を見守ることとなった．
＊7つの基本的見解＊

（1） 日本には科学者のコミュニティーの存在
が必要であり，その基盤は学協会を基本と
する．

（2） 科学者コミュニティーには社会に対して
果たすべき使命がある．

（3） その使命を達成するためには，学術上の
高い評価を得た業績に基づき科学者を選出
することが最良である．学術上高い評価を
得た業績は終身のものであり，かつ測定可
能である．

（4） アカデミー機能はもとより，カウンシル
機能を果たすためにも学術上高い評価を得
た業績のあるものが必要である．

（5） co-optationは学術上高い評価を得た業績
のある会員を選ぶために最良の方法であ
る．また，科学者が社会に対して自己責任
を負い，クレディビリティ（credibility）
を得るために必要なものである．

（6） 代表者が学協会をベースに選出されるべ
きである．

（7） 学術上高い評価を得た業績の基準はディ
シプリンごとに定める．

2． 第4部設置研連の見直し・再編について
1月初めまでに提出された設置申請書を基

にして，第4部所属研連の再編成案がまとま
った（別表）．地質科学総合研連は，環境地
質学と第四紀学の二つの専門委員会として再
編される．その他の再編しなかった地球科学
分野の研連の多くは1名の定員削減となる．
地質学研連も15名から14名へ削減．このよ
うな再編は総会の審議事項なので，いつから
発効するかははっきりしていない．新研連と
しては．理学振興，科学と社会，ゲノム科学，
学術情報発信，環境理学，惑星科学，などが
挙がっている．環境理学を活用する重要性が
指摘された．

3． 地質科学系研連の再編と地質学研連の今
後の活動について
岩松会員から，地質科学総合研連のあり方

を，昨年秋に提案された青木試案にそって，
地質学研連との役割分担を明確にする方向
で，また，第4紀学研連などと調整して，再
編した設置申請書を提出したこと，その提案
が認められたこと，が報告され，了承された．
地質科学総合研連は会員を選出できる推薦研
連なので名称変更ができない．それで，名称
は踏襲したまま，その下に，環境地質学専門
委員会と第四紀学専門委員会（定数各11名）
をおくことにする．新専門委員会へ学協会が
選出する人数は，関連学協会の会員数を考慮
して，岩松会員が調整することとなった．

地質学研連の定数1減については，複数委
員をもつ地質学会が被ることとし，減少分に
ついては新設される環境地質学専門委員会の
定数配分において対処することとした．

4．科研費補助金の審査委員候補者の推薦に
ついて
科研費審査の細目とキーワードが文部省か

ら提示されたが，明らかなミスがあった部分
については，文科省へ訂正を求めたことが，
斎藤委員長から報告された．対応研連は，従
来のままとした．

細目「地質学」では6名の候補者を選出す
る必要があり，地質学会6名，古生物学会・
情報地質学会・岩鉱学会・応用地質学会・地
熱学会から各1名の推薦を依頼することを確
認した．推薦の〆切は4月4日で，次回研連
での投票で6名の候補者を絞る予定．（この
会議後，3月8日に学術会議で科研費審査委
員候補者の選出についての説明会があり，分
科・細目の変更に伴う大幅な手直しによっ
て，12名の候補者の推薦が指示された．）

なお，産総研などが新しく科研費申請の有
資格者となっているが，推薦依頼については，
申請の実態をみて数年後に検討することとし
た．

科研費に係わって，以下のような意見や危
惧が表明された．
・理工系という単位で見た場合，地質系の細

目毎の応募数はあまり多くない（100 ～
250件）．10年後には細目数が3分の2に減
らされるという見通しもあり，申請件数を
増やす努力が必要．1人で最大3件に応募
できる．産総研からも積極的に応募して欲
しい．

・重点領域や振興調整費は金額も大きいの
で，工夫して応募を．

・新しい分野（細目など）を開拓する必要が
ある．

5． IUGS事務局長の改選について
斎藤委員長から，IUGSの事務局長候補者

の推薦依頼があったが，旅費の手当などのめ
どが立たないので推薦を見合わせたこと，結
果的に推薦された候補者がWener Janoschek
氏1人であったので，彼の就任に同意したこ

と，が報告され，これらの処置が了承された．
IGCPについてもカレントな情報を入手し，
役員選挙への準備を進める必要が指摘され
た．
6． その他
・平成14年度代表派遣は第4部で23名が推

薦された．その内に特別派遣が5名ある．
地質学研連では公文委員の第16回国際堆
積学会派遣（南ア）が認められた．

・岩松会員より，資源分野とどもに行われる
地質工学分野の「技術者教育認定問題と技
術者資格問題について」のアンケート調査
について，関連学協会への協力要請がなさ
れた．

・技術士の継続教育に係わって，工学系を中
心としたPDE協議会などの動きが早いが，
理学系が取り残されないようにと，長瀬委
員代理から注意が喚起された．

・研究評価基準の分野による不統一性につい
て

学位授与機構によって行われる研究評価
基準が分野によって大きな差があり，地球
科学系は特に厳しい基準を設定している，
という問題が指摘された．基準の差を無視
した評価結果が一人歩きすることによっ
て，地球科学分野が不当に不利に扱われる
ことへの危惧が，様々な立場から表明され
た．

・次回は5月15日（水）開催予定．

日時：平成14年5月15日（水）13 : 30～17 : 00
場所：日本学術会議第4部会議室
出席者：青木謙一郎（学術会議会員），岩松

暉（学術会議会員・日本応用地質学会），
斎藤常正（学術会議会員），在田一則（日
本地質学会），永広昌之（同），公文富士夫

（同），中尾征三（同），前田晴良(日本古生
物学会），西脇二一（日本情報地質学会），
田切美智雄（日本岩石鉱物鉱床学会），玉
生志郎（日本地熱学会），吉岡龍馬（日本
地下水学会）

欠席：小川勇二郎（日本地質学会），木村
学（同），小玉喜三郎（地質調査総合セン
ター）

＜報告・議題＞

1． 日本学術会議報告について
前回の地質学研連会議の後，3月15日に第

4部会が開催され，2月に審議し積み残した
議題として，研連の見直しが議論された．ま
た，4月16日と17日にも第4部会が開かれ，
研連の見直しの一連の作業が終了した．第
137回総会が4月17日_19日に開催された．
審議採決事項で研連に直接関連するものはな
かった．「学術会議の在り方」と「日本の計
画（Japan Perspective）」の自由討議にかな
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りの時間を割いた．
「学術会議の在り方」については（3月5日

開催の地質学研連議事録参照），日本学術会
議運営審議会附置日本学術会議の在り方に関
する委員会より，平成14年4月19日付けの

「日本学術会議の在り方について（中間まと
め）」が提出されている．この内容について
詳細な説明と質疑応答が行われた．この案の
今後の取扱について，執行部に一任する方向
で承認された．最終的には，政府の総合科学
技術会議によって審議決定されることになる
もようである．地質研連の委員からは会員の
選出方法や任期などに問題があり，学会の意
向の反映などで今後の学術会議の在り方に疑
問が出された．

＜青木会員からの補足報告＞

上記報告と重複を避けて，本件連に直接関
係する議題について報告する．

第137回総会（4月17，18日）
○提案事項審議．採決

（1） 運営審議会附置「ITを活用した科学能
力開発に関する国際会議」実行委員会の設
置の承認について
2003年1月15?18日に沖縄において開催さ

れる上記会議開催の準備に当たる必要があ
り，そのための国際会議実行委員会を設置し
たいとの提案があり承認された．

（2） 精神障害者との共生社会特別委員会の設
置の承認について
いわゆる「触法精神障害者問題」を科学の

総合的かつ俯瞰的な観点から，広く精神障害
者と社会との共生の在り方の問題として検討
し，その方策を提示することを目的として，
特別委員会を設置したいとの説明があり，承
認された．

（3） 運営審議会附置情報等の公開に関する検
討委員会の廃止について
表記委員会は9回にわたり鋭意検討を行

い，会則，運営内規，傍聴規則の改正を行い，
その任務を終了したので廃止する．なお，何
か生じたときは改めて委員会を立ち上げると
の説明があり，廃止が承認された．
○自由討議

（1） 日本学術会議の在り方について
日本学術会議の在り方について（中間まと

め）（案）についてかなり詳細な説明があり，
質疑応答の後，執行部一任という形で承認．

（2） 日本の計画：Japan Perspectiveドラフト
（案）について
運営審議会附置日本の計画委員会により詳

細な総論と各論の説明がなされ，これについ
ての質疑応答がなされた．

第4部会（3月15日）
○審議事項

（1） 物理研連物性物理専門委報告（案）
「我が国における中性子科学研究推進に関

する提言」について小林委員長から趣旨説明
があり，一部修正の上，運営審議会へ提案す
ることが承認された．

（2） 第4部研連見直しについて
第4部世話担当研連再編（案）が提示され，

これについての経緯等について部長から説明
がなされた．地質科学関係は5研連を4研連
に，地理研連は2研連を1研連に，地球物理
関係は8研連を5研連に改編し，改めて委員
定数を含む7研連の設置案が提示され，審議
討論された．

（3） 日本学術会議の在り方について
資料にもとづき，会員2500人，会員選出

法（co-optation），7部制の問題などの問題に
ついて自由討議がなされた．

（4） 平成14年度夏季部会について
秋田大学（工学資源学部付属鉱業博物館）

へお願いすることとした．

第4部会（4月16，17日）
○審議事項

（1） 小委員会の新規招集申請
（1） 地球物理研連「固体地球グローバル観

測小委員会」
（2） 物理研連物理一般専門委「原子・分

子・光物理学小委員会」
について承認された．

（2） 第4部研連見直しについて
最終的な委員定員を含む研連再編（案）が

提示され（別紙），これが承認された．これ
らの再編は19期から発足する予定である．
地質科学関係 新定員
地質学研連 14
鉱物学研連 11

鉱床専委 9
地質科学総合研連 22

環境地質学（または応用地質学）専委（11）
第四紀学専委 （11）

地球化学・宇宙化学研連 11
地理学関係 26

地理学専委 （16）
地図学専委 （10）

地球物理学関係
地球物理学研連 10
固体地球物理研連 24

測地学専委 （8）
地震学専委 （8）
火山学専委 （8）

地球電磁気学研連 8
大気・水圏科学研連 24

気象学専委 （8）
陸水専委 （8）
海洋物理学専委 （8）

惑星科学研連 6
＜新設研連：以下の5つ＞

（1）理学振興研連 14
理学・数学研究教育専委 （8）
生涯教育専委 （6）

（2）科学と社会研連 15
生命倫理専委 （8）
大型装置計画専委 （7）

（3）ゲノム科学研連 7
（4）学術情報発信研連 7
（5）環境理学 8

（6）保留研連 0

2． 第4回地質科学総合研究連絡委員会（3
月6日）の報告
岩松会員より，前回の地質学研連で審議し

た方向で地質科学総合研連の再編を行うこと
が承認されたこと，および19期を待たずに
環境地質専門委員会に対応する形で活動をは
じめることが報告された．

3． 科研費配分委員候補者の選出
3月5日に開催された地質学研連の直後，3

月8日に平成15年度からの科研費審査委員候
補者の選考方法の変更が発表された．そのた
め，前回の地質学研連で承認した各学協会か
ら推薦いただく一段審査委員数の2倍の候補
者が必要となったので，委員長判断で各学協
会に2倍の人数の推薦を依頼したことを承認
した．各学会から推薦された候補者のリスト
と略歴調書をもとに，審査委員選出作業を行
った．二段審査委員は推薦された3名につい
て投票によって順位をつけ，候補者として推
薦することを決した．

一段審査委員については，「平成14年度科
研費審査委員の取り扱いについて」に従い，
選出作業を行った．審査委員は2期務めるこ
とが通例となっていることを考慮し，さらに，
細目地質学のキーワードに示された研究分野
を考慮し，委員の投票によって6名の正候補
と6名の補欠候補を選出し，順位をつけて推
薦することを決した．

一連の選出作業の後，平成16年度へ向け
てあらかじめ議論しておくべきことが整理さ
れた．二段審査委員については，推薦は地質
学会が続けて行うのかどうか，議論しておく
必要がある．なお，平成15年度の2段審査委
員の定数は，地球物理系 3 細目で 4 名，地
質・岩鉱・地球化学系4細目で4名となって
いるが，平成16年度は地球物理系3名，地
質・岩鉱・地球化学系で5名を出す予定にな
っている．一段審査委員については，任期1
年の同一候補者の繰り返し推薦を認めるかど
うかを議論しておく必要があることが指摘さ
れた．また，一段審査委員については，半数
入れ換えを前提にすべきであることから，平
成16年度の推薦人数は平成15年度の半数に
なることを事前に了承すべきであることが指
摘された．一段，二段の両審査委員のどちら
の場合も，他の細目と重複して推薦が起こる
と，特定の細目で委員がいなくなり，科研費
の審査で不利を被りかねない．各学協会が候
補者を推薦するにあたっては，他の細目への
推薦と重複していないかどうかの調査を十分
に行うよう，要請することとなった．また，
特別職に在職中の者や，審査時期内で海外出
張が計画されている者の推薦はできないこと
にも十分注意することを要請する．

4． IUGS財政委員長の推薦依頼について
IUGSから財政委員長の推薦依頼が来てい

るが，地質学研連の予算では委員長をお願い
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できないので，日本は推薦を棄権することを
了承した．

5． その他
公文委員より，5月27日に学術会議におい

てJABEEに関するシンポジウム「地球・資
源および関連分野における技術者養成と大学
教育」を開催するとのアナウンスがあった．

表記シンポジウムが，地質学研究連絡委員
会，地質科学総合研究連絡委員会，資源開発
工学研究連絡委員会，エネルギー・資源工学
研究連絡委員会，地球・資源システム工学専
門委員会，および鉱物学研究連絡委員会の共
催で，2002年5月27日（月）に日本学術会
議講堂において開催された．

シンポジウムでは，最初に地球科学の現状
と21世紀の展望および資源科学分野の教育
の課題を語っていただきました．ついで，
JABEE の理念と目的を再確認したあと，
2002年度の改訂を踏まえて，地球・資源分
野の分野別要件の詳細な説明がありました．
午後からは，2年間におこなった試行審査の
やり方と経験をパネルディスカッションの形
で披露していただきました．それぞれの試行
審査において，審査委員側も受審側も大変苦
労された様子がよく分かりました．その後，
JABEEや技術者の継続教育についての学協
会の役割ということに視点を移して，資源素
材関係，地質工学関係，岩石・鉱物・鉱床関
係の諸学会の取り組みがアンケートの分析を
通してそれぞれ浮き彫りになりました．最後
には技術士会から技術者（技術士）への継続
教育への取り組みが報告されました．

参加者は講演者を含めて19大学，12関連
学協会から43名でした．講演と討論を通じ
て，参加者の多くの方が次の一歩を踏み出す
こと（大学側としては審査を受けること）へ
の見通しを得られたと思います．ただ，
JABEEの受審準備には少なくとも2年間が必
要であることを考えると，もっと多くの大学
からの参加があって，中・長期的展望をもつ
機会として活用していただく必要があったと
思います．なお，当日使用しました講演要
旨・資料集に残部がありますので，ご一読下
さるようにお奨めします（地質学会事務所取
り扱い　1冊500円）．

（地質学研連幹事　公文富士夫）

日　時：平成14年3月6日（水）13 : 30～17

日本学術会議第18期第4回
地質科学総合研究連絡委員会
報告

シンポジウム「地球・資源お
よび関連分野における技術者
養成と大学教育」の報告

: 00
会　場：日本学術会議 第4部会議室（6階）
出席者：岩松暉（学術会議会員），青木謙一

郎（学術会議会員），齋藤常正（学術会議
会員），山中高光（鉱物研連委員長），野田
浩司（古生物研連委員長），町田洋（第四
紀研連委員長），田中剛（地球化学・宇宙
化学研連委員長），公文富士夫（地質研連
幹事）

欠席：梶原良道（鉱床学専門委員会委員長）

［報告事項］

1． 日本学術会議連合部会及び第4部会報告
・ 第19期第4部世話担当研究連絡委員会再

編について（案）
新研究連絡委員会と新定員の紹介があっ

た．

［審議事項］

1． 上記第4部会報告を承認した．
第19期地質科学総合研連は環境地質学専

門委員会と第四紀学専門員会で構成される．
なお各専門委員会の構成定員数については

第四紀研連の意向を尊重しながら，今後検討
する．
2． 研連の今後の活動について
・ 科研費問題など諸般の変化により，今後

実効有る活動を行うため研連の委員の入れ
替えを行う．人選は当研連世話担当会員

（岩松委員長）が一任して行う．
・ この入れ替えは19期新研連の準備段階と

して18期中に実行する．具体的な施行開
始時期は委員長が決定する．（その後の調
整により，山中委員と野田委員が退き，応
用地質学会および地下水学会推薦の委員が
各1名加わることとなった．）

3． 上記案件の決定に伴い，従来行われてき
た研連相互の問題，地球科学関連研連全般
にわたる問題や，案件は拡大研連（各研連
同時開催）で議論する．

4． 次回の研連の委員及び開催日は未定．

日　時：平成14年2月22日（金）13 : 30～
17 : 00

会　場：日本学術会議 第4部会議室（6階）
出席者：青木謙一郎（学術会議会員），山中

高光（鉱物研連委員長），梶原良道（鉱床
学専門委員会委員長），赤荻正樹，松井正
典，井上厚行，吉田武義，松原聰，金田博
彰，高橋正樹，石渡明，上野宏共，浦辺徹
郎，千葉仁，有馬眞，丸山孝彦，溝田忠人，
豊遥秋．

欠席者：大谷栄治，根建心具

［報告事項］

日本学術会議第18期・第5
回鉱物学研究連絡委員会およ
び同鉱床学専門委員会合同会
議　議事録

1． 日本学術会議連合部会及び第4部会報告
（青木）

連合部会（2月14日）
1） 日本学術会議の在り方について紹介が

あった．
2） 日本の計画（JAPAN PERSPECTIVE）

ドラフト案が報告された．
3） 行政と各種施設等独立行政法人化の中

での学術資料・標本の管理・保存専門職
員の確保と養成制度の確立について

（案）．
第4部会（2月14日）

1） 平成16（2004）年度開催国際会議の
共同主催について．

19件の申請がなされ，8件が採択され
る予定である．第4部では各会員が6件
を選んで投票し，運営審議会に推薦する．
第4部関係では，第18回国際音響学会議，
第1回太平洋蛋白質科学国際会議，第10
回国際サンゴ礁シンポジウム，第14回
臭覚・味覚国際会議，第14回超高速現
象国際会議，第9回分子磁性国際会議等．

2） 平成14年度代表派遣旅費配分額の決
定及び派遣実施計画案の作成について．

鉱物研連からは，山中高光，松井正典
の両氏（いずれもIMA，エディンバラ）
が採択された．

3） 平成15年度科学研究費「系・分野・
分科・細目」の窓口研連と対応研連につ
いて．

4） 次回部会について．
2．第4部世話担当研連委員会再編(案）につ

いて（青木）
第19期研連見直しの原案について説明

があった．地質科学6研連が5研連（地質
14（定員），古生物11，鉱物20，地球化
学・宇宙化学11，地質科学総合22）に，
地球物理8研連が5研連に統合される．鉱
物研連と鉱床学専門委員会は統合し，定員
削減1名．現在鉱物研連12，鉱床学専門委
員会9，合計21．鉱床学専門委員会は廃止．

3．平成15年度科学研究費細目「岩石・鉱
物・鉱床学」の変更申請に対して，従来の
キーワード（地球惑星物質，地球惑星進化，
地殻・マントル・核，マグマ，天然・人工
結晶，元素分別濃集過程，メタロジェニー）
に，「鉱物物理」と「生体・環境鉱物」を
加えることを申し入れた．

［審議事項］

1． 上記報告事項2の「鉱物研連と鉱床学専
門委員会は統合し，鉱床学専門委員会は廃
止」を了承した．第19期鉱物研連の定員
数の内訳は次の通りである：学術会議会員
1，鉱物学会5，岩鉱学会5，資源地質学会
5，地質学会2，粘土学会1，地球化学会1．

2． 世界的教育研究拠点の形成のための重点
的支援―21世紀COEプログラム―（案）
について意見交換した．

3． IMA2002エディンバラでの総会出席予
定者について話し合った．
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してGISで環境学習をするという新たな方法
を議論する．

主　催：日本学術会議地球環境研究HDP委
員会HDP-GIS小委員会　東京大学空間情
報科学研究センター

後　援：地理情報システム学会，地理関連学
会連合，日本環境共生学会，全国中学校社
会科教育研究会

日　時：平成14年7月13日（土）13 : 00_18 : 30
場　所：東京大学農学部　弥生講堂

＜プログラム＞

・ 13 : 00～13 : 10
開会の挨拶及び趣旨説明　岡部篤行（日本
学術会議地球環境研究 HDP-GIS委員長，
東京大学空間情報科学研究センター長）

第1部　発表 （13 : 10_16 : 10）
・13 : 10～13 : 40 「環境学習における地理

情報システム（GIS）の役割」伊藤　悟

（金沢大学教育学部）
・13 : 40～14 : 10 「博物館における参加型

環境調査とGIS」大西行雄（株式会社環境
総合研究所）

・14 : 10～14 : 40 「GISを用いた里山『ふ
れあい活動』支援システム―里山フィール
ドミュージアムシステム」野澤竜二郎

（玉野総合コンサルタント株式会社）
・15 : 00～15 : 20 「仙台市生きもの調査と

生きもの環境調査の全国展開」岩渕成紀
（宮城県立田尻高等学校）

・15 : 20～15 : 40 「仙台市カエルマップの
提供と市販GIS利用の問題点」鵜川義弘

（宮城教育大付属環境教育実践研究C）
・15 : 40～16 : 10 「インターネットGISを

用いて小中学生が作成した星空環境マップ
とその活用」長島康雄（仙台市天文台）

第2部　ディスカッション （16 : 30_18 : 00）
座長： 伊藤 達雄（名古屋産業大学　学長）
コメンテータ（HDP-GIS委員）：碓井 照子

ご案内

本会以外の学会およ
び研究会・委員会よ
りの催し物のご案内
を掲載します．

環境問題が大きな社会問題となっている現
代において，学校での環境学習は，総合学習
が設けられたこともあり，大きな課題となっ
ている．その学習形態は，単に学校の中にと
どまらず，公共団体，地域のコミュニティ，
ボランティア，市民が連携して学習する活動
が試みられており，特に，その連携的環境学
習を支え有効な道具として，地理情報システ
ム（GIS）が注目を浴びている．このシンポ
ジウムでは，GISで環境学習を試みている実
例を紹介し，学校と様々な人々や団体が連携

「GISで環境学習」のご案内

4． IMA2006神戸組織委員会（組織委員長，
山中高光鉱物研連委員長）における組織の
現状について報告があった．その後，鉱物，
岩鉱，資源の各学会の協賛分担金について
話し合った．

5． 本年度に実施された大学の外部評価につ
いて意見交換した．

6． その他．
1） 本年度地球惑星合同大会（東京）での

日本技術者教育認定機構（JABEE）主
催のシンポジウムを，鉱物研連もサポー
トする．

2） 本年度開催の三鉱シンポジウム（大阪）
を鉱物研連共催とする．

3） 次回は5月10日（金）に，鉱物研連と
鉱床学専門委員会の合同会議を開く．

日　時：平成14年5月10日（金）13 : 30～
16 : 30

会　場：日本学術会議 第4部会議室（6階）
出席者：青木謙一郎（学術会議会員），山中

高光（鉱物研連委員長），梶原良道（鉱床
学専門委員会委員長），赤荻正樹，松井正
典，井上厚行，吉田武義，松原聰，金田博
彰，根建心具，石渡明，上野宏共，浦辺徹
郎，千葉仁，有馬眞，丸山孝彦，溝田忠人，
豊遥秋．

欠席者：大谷栄治，高橋正樹．

［報告事項］

1． 日本学術会議総会及び第4部会報告（青
木）

日本学術会議第18期第6回
鉱物学研究連絡委員会および
同鉱床学専門委員会 合同会
議議事録（案）

第137回総会（4月17,18日）
1） 運営審議会附置「ITを活用した科学

能力開発に関する国際会議」実行委員会
の設置が承認された．

2） 精神障害者との共生社会特別委員会の
設置が承認された．

3） 運営審議会附置情報等の公開に関する
検討委員会の廃止が承認された．

4）「日本学術会議の在り方について（中
間まとめ）（案）」について質疑応答がな
された．

5） 日本の計画：Japan Perspectiveドラフ
ト（案）について質疑応答がなされた．

第4部会（3月15日）
1） 物理研連物性物理専門委報告（案）
「我が国における中性子科学研究推進に
関する提言」を一部修正の上，運営審議
会へ提案することが承認された．

2） 第4部研連見直しについて，第4部世
話担当研連再編（案）が提示され，審議
討論された．

3） 日本学術会議の在り方について自由討
議がなされた．

4） 平成14年度夏季部会は秋田大学にお
願いすることとした．

第4部会（4月16,17日）
1） 地球物理研連「固体地球グローバル観

測小委員会」及び物理研連物理一般専門
委「原子・分子・光物理学小委員会」の
新規招集申請が承認された．

2） 最終的な委員定員を含む第4部研連再
編（案）が提示され，承認された．

2． 平成 15 年度から科学研究費補助金の
系・分科・細目が大幅に改正されたことに
より，審査委員候補者は改めて全員推薦す
ることになった．

3． 地質科学総合研連の一部組織変更があっ
た．

4． 学術会議認知国際学会の活動報告がなさ
れた．

5． 本年10月開催のハットン・プレシンポ
ジウムを鉱物研連共催とした．

6． 本年9月のIMAエディンバラでの総会に
ついて報告があった．

7． 2006年開催のIMA―神戸がIMAエディ
ンバラでの総会で正式決定される．それを
受けて，山中鉱物研連委員長から，鉱物，
岩鉱，資源の3学会に協力要請があった．
加えて，IMA―神戸での巡検案が示され，
それについても 3 学会に協力要請があっ
た．

［審議事項］

1． 平成15年度科研費補助金審査委員候補
者の推薦について．
鉱物研連は分科「地球惑星科学」の2段及
び細目「岩石・鉱物・鉱床学」の1段審査
委員候補者と補欠の推薦を行う．
1） 2段審査委員候補者．昨年度と継続の，

岩鉱学会から推薦された委員候補者1名
と補欠候補者2名を選んだ．

2） 1段審査委員候補者．昨年度と継続の
3名に加えて，各学会推薦の候補者から，
投票により，3名を委員候補者，6名を
補欠候補者として選出した．なお，選出
にあたっては，同一の機関に片寄らない
よう配慮した．

2． 弟19期鉱物研連の組織等について意見
交換した．

3． その他．

次回は11月8日（金）に，鉱物研連と鉱床学
専門委員会の合同会議を開く．
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（奈良大学文学部教授）高阪 宏行（日本大
学理学部教授）鈴木 康弘（愛知県大学情
報科学部助教授）田中 和博（京都府立大
学農学部教授）玉川 英則（東京都立大学
大学院都市科学研究科教授）筒井 信之

（株式会社創建会長）原沢 英雄（環境研究
所環境計画研究室長）

詳細は，http://wwwsoc.nii.ac.jp/hdp-gis/

平成14年4月1日，海上保安庁水路部は
「IT技術の進展に伴う情報提供体制の強化」
「海洋環境問題への適切な対応」「国際対応能
力の強化」を大きな目的とした大幅な業務見
直しによる組織再編とともに，明治 4 年

（1871年）海軍部に水路局が設置されて以来
使用してきた「水路部」という名称を「海洋
情報部」と改めました．

今回，海洋情報部の業務をより一層理解し
ていただくための講座を開設いたします．

講座は二日間で，初日は海上保安庁海洋情
報部庁舎において「海図」，「海底の地形」

「潮汐の不思議」などの海洋に関する講義の
他「海図作成現場」，「海洋情報資料館」など
の見学を，また二日目は海上保安庁測量船

「昭洋」に乗船して東京湾内外において実際
に最新の海洋調査機器による海底地形調査な
どを体験していただく予定です．

この機会に海洋に関する最新技術と海に関
する調査がどのように行われているのか体験
してみませんか．

日時・場所：
1日目　平成14年8月7日（水）9 : 30_17 : 00

海上保安庁海洋情報部（東京都中央区築
地5_3_1）

2日目　平成14年8月8日（木）9 : 30_18 : 00
海上保安庁測量船「昭洋」（京浜港お台場）

主　催：国土交通省海上保安庁海洋情報部
募集対象：海洋科学・地理学に興味のある中

学・高校教師の方々．
募集人員：30名

希望される方は事前に住所，氏名，所属学
校名，担当科目，連絡先をハガキ，FAX，

海上保安庁測量船による海底
地形調査体験乗船参加者募集
のお知らせ

またはメ－ルでお申し込み下さい．
申込先：〒 104_0045 東京都中央区築地

5_3_1 海上保安庁海洋情報部
担当者　海洋情報部企画課　西
電話 03_3541_3810（内線526）
Fax 03_3541_4535

申込締切：7月15日（月）必着
その他：定員となり次第締め切らさせていた

だきます．
：参加費は無料ですが旅費等につきまして

は参加者の個人負担となります．
：参加者へは集合場所案内図，講座時間割

など別途お知らせします．
：海上保安庁海洋情報部部ホ－ムペ－ジで

も募集しています．
http://www1.kaiho.mlit.go.jp/

写真：測量船　昭洋HL_01 平成10年建造
総トン数：3000トン

期日：平成14年9月19日（木）・20日（金）
主催：日本粘土学会
会場：東北大学農学部・農学研究科　講義棟
（仙台市青葉区堤通雨宮町1_1，電話 022_

717_8645
会長講演：中沢弘基（東北大学理学研究科教

授）「“Claysphere : past, present and future”
の視点から」

テーマ「地球サブシステムとしての粘土圏の
役割―環境親和物質としての粘土―」

環境親和粘土総論
①「地圏・水圏の有害重金属挙動に対する

粘土の役割」 丸茂克美（産総研）
②「粘土圏：地質圏と生物圏を結ぶプロセ

スの場的実体」 長沼　毅（広島大）
環境親和粘土各論
①「複合化による漏洩防止材料としてのス

第46回粘土科学討論会

メクタイトの機能高度化」 小野寺嘉郎
（産総研）

②「ハイドロタルサイトの環境親和的利
用」 日比野俊行（産総研）

③「アロフェン・イモ ゴライトの性質と
応用」 鈴木　正哉（産総研）

④「フェリハイドライト・シュベルトマナ
イトの生成と環境親和物質としての役
割」 福士　圭介（金沢大）

⑤「土壌粘土と環境保全」 高橋　正（東
北大）

連絡先：〒981_8555 仙台市青葉区堤通雨
宮町1_1 東北大学大学院農学研究科
南條正巳
電話 022_717_8645 Fax 022_717_8649
e-mail nanzyo@bios.tohoku.ac.jp

平成14年度の「第18回ゼオライト研究発表
会」は，東京の早稲田大学国際会議場で開催
いたします．ゼオライトおよび類縁化合物の
基礎と応用の，新たな展開を志向した研究の
発表を期待します．奮ってご参加ください．

主催：ゼオライト学会

日時：平成14年11月21日（木）・22日（金）
会場：早稲田大学国際会議場
（新宿区西早稲田1_20_14 03_5286_1755）
注：会場までの地図は h t t p : / /www .
waseda.ac.jp/koho/guide/univ18.htmlを参
照

テーマ：ゼオライト及びその類縁化合物に関
連した研究の基礎から応用まで

講演申込締切：7月19日（金）厳守
講演申込先：〒983_8551 仙台市宮城野区

苦竹4_2_1 産業技術総合研究所　東北セ
ンターメンブレン化学研究ラボ　清住嘉道
Fax 022_236_6839
e-mail zeolite@ni.aist.go.jp

問い合わせ先　松方正彦（早稲田大学理工学
部応用化学科　電話/Fax 03_5286_3850
e-mail mmatsu@waseda.ac.jp）

第18回ゼオライト研究発表
会

日本地質学会に寄せられ
た候補者の推薦依頼をご
案内いたします．推薦ご
希望の方は締切日半月前
までに，執行委員会まで
お申し込み下さい．

1． 日産科学賞

1） 表彰の趣旨
若手・中堅の研究者かの中から，特に優れ

た業績を上げておられ，さらに今後発展の可
能性が代であるかたを表彰する事を通して，
学術文化の向上発展に貢献することを目的と

平成14年度（第10回）日産
科学賞

している．
2） 推薦基準

自然科学分野（人文・社会科学分野との複
合領域を含む）で，以下に示す理由で学術文
化の向上に大きな貢献をした我が国の公的研
究機関に所属する新進気鋭の研究者．

a） 学術研究上重要な発見をした
b） 新しい研究分野を開拓した

原則として，個人表彰とする
3） 財団推薦締切：平成14年8月30日（金）

各賞・
研究助成
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教官公募等の求人のニュース原
稿につきましては，採用結果をお
知らせいただけますようお願い致
します．

研究船白鳳丸（3.391総トン）による長期
計画に基づく特定海域の研究航海を行いま
す．
応募資格：国・公・私立大学および国・公立

研究機関の研究者ならびにこれに準ずる者
で，海洋の基礎的研究を目的とする．

申込期限：平成14年7月31日（水）必着
応募を希望される方は，公募要領等をご参

照ください．詳細はhttp://www.ori.u-tokyo.
ac.jp
問い合わせ先：東京大学海洋研究所　総務課

海洋・共同利用掛
〒164_8639 東京都中野区南台1_15_1
電話 03_5351_6354，6355，6370
Fax 03_5351_5836

募集人員：助教授　1名
応募資格：博士の学位を有していること
専門分野：地球科学（フィールドワークをベ

ースに，固体地球の成立および活動に関わ
る研究をおこなっている方）

任用予定時期：平成15年4月1日
提出書類：

1） 履歴書

大阪府立大学総合科学部自然
環境科学科教官公募

東京大学海洋研究所
研究船白鳳丸　共同利用研究
公募

2） 研究業績目録（査読のある原著論文・
査読のない論文・著書等に区分する）

3） 主な論文別刷　5篇以内（複写可）
4） 研究業績の概要（2500字以内），今後

の研究計画（800字以内），教育実績と
教育計画（800字以内)

5） 参考意見を伺える方2名の氏名と連絡
先（住所，電話番号，e-mail）

応募締切：平成14年8月31日（土）必着．
封筒の表に「地球科学応募書類在中」と朱
書きし，書留あるいは簡易書留にて郵送し
て下さい．

書類の送付先：
〒599_8531 大阪府堺市学園町1_1
大阪府立大学総合科学部　自然環境科学科
前川寛和（電話 072_254_9734）

［参考事項］
本学部自然環境科学科は，地球環境科学分

野と生命環境科学分野に分かれており，本公
募は，地球環境科学分野で行います．学科構
成員等につきましては，学科のホームページ

（http://wwwel.cias.osakafu-u.ac.jp/）をご覧
下さい．採用後は，学部講義「地球構造
論」・「地球のダイナミクス」を担当していた
だくほか，大学院理学系研究科物質科学専攻
の授業も担当していただく予定です．

募集人員　助教授1名
所属講座　宇宙惑星科学講座
公募分野

宇宙空間・天体周辺(地球・惑星・太陽・
太陽圏・原始天体など)における物理的素
過程・物質輸送過程・エネルギー変換過程
などを対象とした研究に主導的役割を果た
すとともに，将来の宇宙惑星科学への展開
に意欲的に取り組む方．着任後は他の教官

東京大学大学院理学系研究科
地球惑星科学専攻教官公募

と協力して宇宙惑星科学の研究，および大
学院・学部教育を積極的に推進していただ
きます．理論・解析・観測・実験の別を問
いません．

着任時期　平成15年4月1日を予定
提出書類
（a） 履歴書
（b） これまでの研究概要（1600字程度）
（c） 研究論文リスト（査読論文とその他を

区別してください）
（d） 主な原著論文の別刷又はコピー（5編）
（e） 今後の研究・教育の計画・抱負（1600

字程度）
（f） 自薦の場合は応募者に関して御意見を

頂ける方 2 名の氏名及び連絡先(住所，
電話，eメール)

（g） 他薦の場合は，推薦書の他に，前記事
項（a）～（d）の概要がわかる書類

応募締切　平成14年8月23日（金）必着
提出先

〒113_0033 東京都文京区本郷7_3_1
東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学
専攻長　星野　真弘
電話 03_5841_4584 E-mail hoshino@eps.
s.u-tokyo.ac.jp

問合せ先
〒113_0033 東京都文京区本郷7_3_1
東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学
専攻　寺沢　敏夫
電話 03_5841_4582 E-mail terasawa@
eps.s.u-tokyo.ac.jp

その他
封筒の表に「宇宙惑星科学講座助教授公

募書類在中」と朱書きし簡易書留にてお送
りください．

当 該 講 座 の 概 要 な ど ， 詳 し く は
http://www.eps.s.u-tokyo.ac.jp/jp/をご覧
ください．

公募

上記推薦を希望の方は，あらかじめ，学会
執行委員会宛に8月12日（月）までにご応募
ください．

2． 学術研究助成は財団直接応募に変更いた
します．
昨年まで当財団が指定する学・協会の推薦

を要しましたが，本年度より直接公募に変わ
りましたのでご注意下さい
応募の締切：平成14年8月30日（金）
資料請求・問い合わせ先：（申請書は下記HP

よりダウンロードできます）
財団法人　日産科学振興財団

〒104_0061 東京都中央区銀座6_16_9
電話（03）3543_5597 Fax（03）3543_

5598
E-mail at02-nsj@t3.rim.or.jp
http://www.t3.rim.or.jp/̃at02-nsj/

本年度の沖縄研究奨励賞は，沖縄研究奨励
賞規則に基づき，下記の日程により実施され
ます．推薦をご希望の方は，9月12日（水）
までに執行委員会宛にご連絡ください．

平成14年度（第24回）沖縄
研究奨励賞推薦応募について

推薦応募開始　平成14年7月15日（月）
応募締切　　　平成14年9月30日（月）

応募書類の送付およびお問い合わせ：
〒100_0013 東京都千代田区霞ヶ関3_6_15

グローリアビル7F
（財）沖縄協会「沖縄研究奨励賞」

担当　石坂次郎
電話 03_3580_0641 Fax 03_3597_5854
ホームページ

http://village.infoweb.ne.jp/^fvgm0090/
e-mail fvgm0090@mb.infoweb.ne.jp
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これでよいのか―「法人化が
必要」との評議員会の議
決！

名誉会員　倉林三郎

3月に開かれた評議員会では，「評議員会
として，地質学会の法人化が必要であること
の確認」が賛成多数で議決されたとのことで
ある．この議決事項が9月に開かれる地質学
会の総会で承認されれば，「地質学会の法人
化が必要」を学会として認めたことになり，
学会の法人化は急速に進められるであろう．
評議員会の前日の「地質学会の法人化につい
ての検討経過の報告と討論」では，法人化に
ともなう学会の運営体制・財政問題や法人化
の必要性などについての討議がおこなわれた
が，討議は不十分であった．

法人化した場合の定款案や財政問題などを
全会員に示し，会員の意見をよく聞いた上で，
法人化が必要か否かを評議員会で決めるべき
だと考える私は，3月の評議員会の議決に，
強い憤りをおぼえる．

まず，地質学会の法人化を検討する際に問
題になると考えられる「学会の運営体制」に
ついて2点にしぼって考えてみたい．

1． 評議員会は議決機関として認められるの

か．

まず，法人化したときの評議員会の位置づ
けについて，次の資料を示す．
1） 文部科学省が学会法人版の定款モデルと

して示した「社団法人　日本○○学会定款」
には，評議員会の記載はない．

2） 最近，法人化を決めた学会の定款にも，
評議員会の記載はない．

3） 今までに法人化した理学系の学会では，
評議員会はないか，置かれていてもほとん
どが理事会の諮問機関である．

4） 3月の評議員会の前日に開かれた前記の
会合における「法人化調査検討委員会」の
回答は「評議員会が議決機関となるのはむ

ずかしい」であった．
5） 1996年1月に「日本地質学会事業計画委

員会」が全会員に配布した「社団法人　日
本地質学会定款（案）」では，「評議員は評
議員会を組織し，この定款に定められる
事項を審議する」・「評議員会で決定した
ことは，総会に報告し，その承認を求める」
とあり，評議員会は審議機関として位置づ
けられていた．

ここで，評議員会の位置づけについての2
つの重要な指摘をとり上げよう．
1） 1996年3月の評議員会に報告された「日

本地質学会事業計画委員会報告」には，
「民主的な学会活動の保証」という題目で，
「総会で法人化の決定を行う以前の文部省
との折衝段階で，評議員会の位置づけが不
可能となれば，法人化は白紙撤回するほう
がよいと考えています」との記述がある．

2） 本年1月発行の「日本地質学会News」
の新春座談会「これからの地質学会を考え
る」の記事の中に，評議員会議長の次の発
言があった．「私自身は，これまで長年お
こなってきた評議員会を中心とした運営体
制を生かすことなしに，これからの地質学
会の発展はありえない，と考えています．」

この2つの考えは，地質学会では，評議
員会が学会の運営で重要な役割をもつこと
を示している．

地質学会が法人化された場合に，評議員
会がなかったり，あっても諮問機関となっ
た場合には，理事会による学会運営につい
てのチエックは不十分となり，地質学会が
ずっと守り続けてきた「評議員会が学会運
営について審議し，その審議・議決事項を
総会で審議・議決する」という体制が崩れ
るであろう．

2． にわかに問題となった「代議員」につい

て

1）「代議員」問題がなぜ，浮上したのか．
最近，法人化の際に，文部科学省が「総

会は正会員現在数の過半数以上が出席しな
ければ議事を開き，議決することはできな
い」との定款モデルを示し，法人化を検討

していた学会で大問題になったという．
この総会の定足数は不可能に近く，この

対策として，文部科学省は「代議員制度」
についての指導をおこなったといわれる．

2）「代議員」による総会の議決
代議員制度をとり入れた定款では，「役

員（理事・監事）と代議員を民法上の社員」
とし，総会の定足数を社員の過半数とした
のである．この結果，役員・代議員でない
会員は，総会での議決権がなくなったので
ある．

つまり，総会が学会の最高の議決機関で
あるにもかかわらず，会員でありながら，
その議決に加わることができない．

また，代議員は，総会での議決に加わる
のであって，「代議員会」という審議機関
を作るわけではない．このような代議員制
度が地質学会に導入された場合には，学会
の民主的な運営体制が大きく崩れることに
なろう．

さらに，法人化にともなって，学会の財政
でもさまざまな問題があると考えられる．

「法人化は財政基盤の確立のために必要」で
あるのならば，法人化した場合の収入増の具
体的な試案や事務量の増加などにともなう具
体的な財政の見通しを示し，会員の意見を聞
くべきある．

会員のなかには「なにをおいても，まず法
人化すべきだ」という人，「法人化した場合
のメリット・デメリットをよく考えた上で，
法人化するか否かを決めたい」という人，

「法人化された場合には，監督官庁の圧力が
強まると考えられるので，法人化には反対で
ある」という人など，さまざまである．

最後に「法人化した際の定款案や財政上の
問題点などを示し，会員との充分な討議を経
ることなく，法人化が必要である」と決めた
評議員会の議決は，学会の民主主義を守る道
から外れていることを強く訴えたい．

私は，このような評議員会の会員無視の決
定は，「評議員による，評議員のための評議
員会」の決定といわれても，しかたがないと
考える．

会員の声

掲示板：The Island Arcオンライン閲覧のためのOffer Code

The Island Arcの無料オンライン閲覧（http://www.blackwell-synergy.com）に必要な会員特別登録のための
Offer Codeが決定いたしましたので，お知らせいたします．

Offer Code : JGS

無料閲覧には，下記の2つの登録が必要です．詳細はNews誌3月号（16_17p）を参照のうえ，ぜひお試し下さい．

◯1個人登録（PasswordとUsernameの設定） ◯2会員特別登録（Offer Code : JGSと会員番号の入力）
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2002年5月16_17日，トルコの上記大学
（学長はGulsun Saglamerという，女性教授
であった（図1））新キャンパスのスレイマ
ン・デリメール・カルチャーセンターにおい
て，表記のシンポジウムが開かれた．参加者
はトルコ国内を始め，ヨーローッパ，アメリ
カなどの世界各地から計500名を超え，盛大
な国際会議となった．日本からの参加者は，
筆者のほかに（独）建築研の八木裕二氏（地
震学），（独）防災科研のネルソン氏（コロン
ビア，地震学），および筑波大学大学院生の
フダ・アラワティ氏（オマーン，地質学）の
4名であったが，そのほかに日本人が共同研
究者として参加した多くの発表があった．こ
のシンポジウムの主なテーマはテチス海域の
地質とテクトニクス，アナトリア断層に沿っ
て生じたイズミット地震と関連する地震工
学，およびアナトリアの地質学，環境地質学
そのほかで，トルコおよび近隣諸国（ロシア，
旧ソ連の各共和国を含む），西欧および東欧，
アメリカなどの研究者が，本シンポジウムに
並々ならぬ関心を寄せていることが分かっ
た．

トルコの近代地質学は，1970年代にわず
か80名たらずでスタートした，とある現地
の研究者が言っていたが，近年の発展はめざ
ましい．しかし，国際的に活躍する多くのト
ルコ出身の地球科学者は，頭脳流出でほとん
どがアメリカに留学したきり帰国せず，国内
の研究レベルは高いものの，多くの基礎デー
タがイギリスなどの先進国に依存している実
情は否めない．一方，近年の急速な近代化に
よって，トルコ在住の研究者によって自国の
研究・教育レベルを高めるための多くの努力

が払われており，日本からも，旧地質調査所
以来の交流のほか，いくつかの大学研究者な
どによって共同研究が行われていることは，
周知の事実である．

今回のシンポジウムで筆者が主として参加
したのは，地質・テクトニクス分野のセッシ
ョンである．そこでは一般的話題となってい
るテチス海の閉じ方，それに伴うオフィオラ
イトや高圧変成岩のエンプレイスメントなど
が手広く紹介された．この地域には中生代を
中心として，おびただしい量のオフィオライ
トが分布し，それはバルカン，サイプラス，
ザグロス，オマーンなどへも連続するので，
国際的ディスカッションには事欠かない．イ
ギリス，フランスの地球科学は，総合化，一
般化を基本としており，フィールド，化学分
析，時代論，地史の組み立て，などと，話の
筋道はどの研究者も同じようなものである．
調査地域が広がりデータが増えれば，それだ
け多様な議論が図られ，区切りごとにレビュ
ーや態勢の立て直しなどが行われ，さらに特
集号が組まれる，という研究発表のルーティ
ン化が行われている．このような状況では，
いわば仲間うちのパラダイス的雰囲気がシン
ポジウム全体を支配し，若手の急先鋒が出現
しない限り，大御所のリードで学問の方向が
決まってくる，という傾向がある．これは，
外交的地質学ではある程度やむをえないが，
しかし今回は，トルコの若手も多数台頭して
来ており，またイギリスなどからの学生も積
極的に大御所に喰らいつくという場面も見ら
れた．かつての宗主国または影響国としてい
まだに絶大な発言力を持つ西欧の研究方法
は，自分たちがPhD studentを送り込むギブ
アンドテイクとして現地の PhD student,
post-doc researcherなどを受け入れ，研究教
育交流を図っている．その典型例であるエジ
ンバラ大学のアラスター・ロバートソン教授

（若手時代から，すでに大御所の仲間入りを
していた強力な研究教育者であるが）をはじ
めとして，フランスのオリビエ・モノド教授
などは，トルコを中心とする時代も地域も広
い範囲からの興味深い研究成果を多数発表し
ていた．それらでは，必ず現地研究者との協
力をうたっており，トルコという地理的にも
経済的にも，また国際問題の解決としても，
東西の架け橋となっており，文明的にもきわ
めて興味深い地域における研究交流は，今後
の我々の態度にも大いに参考になるものであ
った．さらに，かつての栄光の国トルコの西
欧に追いつこうとする並々ならぬ意欲が感ぜ

られた．
印象に残った報告としては，以下のような

ものがあった．会長を務めたYucel Yilmaz氏
の記念講演は，トルコ南西部のトロイの遺跡
を取り上げ，その9層にもなる文明の消長は，
水平ずれおよび正断層活動による砕屑物の供
給と堆積による環境の変化により説明でき
る，という興味深いものであった．また，ロ
バートソン氏は，テチスにはなぜオフィオラ
イトと石灰岩が通常の地域よりも異常に多い
のかについて，総合的判断に基づくと，ほと
んどのオフィオライトはスプラサブダクショ
ンオフィオライト（背弧盆を含む）であり，
その現在のアナロジーは，インドネシア地域
に求められ，そのような複雑な沿海・島弧・
海溝系が発達・閉鎖（かれらはclosureとい
う用語をよく使う）・衝突を繰り返すためだ
とし，日本のような系はむしろ単純である，
としていた．ただ，われわれの周辺には，前
弧域に陸上にも海溝斜面にもオフィオライト
が認められ，そのエンプレイスメントに関す
る説明にはいまだに万人を納得させるものは
ない，と思われるので，今後の検討が必要で
ある．なお，先日惜しくも他界された渡辺暉
夫氏は小笠原前弧域での最近の潜水調査によ
り，それを説明する鍵を見つけた，もう少し
待ってくれ，と言われていた．共同研究者に
よる成果の発表が待たれる．

また，このアナトリアからシリア，メソポ
タミア方面の地域は，新生代以降の猿類，類
人猿，人類などの通り道として知られ，氷
期・間氷期ごとに，いわゆる地理的ボトルネ
ックとしてそれらの証拠が見出されることで
注目を集めているが，テキサス大学のジョ
ン・カッペルマン氏は，洪水堆積物から見出
される猿類化石によって，60 万年以降は，
猿類は移動を停止し，かわって，人類が移動
をした，と言っていたのが印象に残った．さ
らに，もっとも興味深かった講演は，カナダ
のポール・ロビンソン教授（サイプラスから
のガラス質ボニナイトの発見者として知られ
る）と中国の共同研究者との，チベットから
のダイアモンドの報告である．それは，オフ
ィオライト中のクロミタイトにゼノクリスト
として含まれている，というものであり，い
くつかの上昇メカニズムが提案されていた．

学協会・研究会報告

第1回イスタンブル工科大学地球科学エンジニアリング学
部国際シンポジウム参加報告

筑波大学地球科学系・小川勇二郎

第1図　開会式で挨拶するイスタンブル工科
大学学長

第2図　会場となったスレイマン・デリメー
ルカルチャーセンター



今後の詳細な研究が待たれる．
シンポジウム後，筆者はアンカラ東方のア

ンカラメランンジュの調査をし，その後いく
つかの大学を訪問したが，なかでも G .
Eseller氏が文理学部長を勤めるトルコ南東
部のシリア国境に近いハラン大学は，近郊に
東アナトリア断層が走り，古代からの数々の
遺跡で知られている半砂漠の一角にあり，ウ
ルファ郊外に新キャンパスを建設中であった
が，このハラン大学は紀元前2000年に遡る

（当時から原子の概念や惑星の順序などが知
られていた，そのためには大学に相当する研
究教育機関があったに違いない，という根拠）
と推定されている．また最近，近郊からは
1.1万年という最古の集落跡がデイティング
された，と言っていた．このユーフラテス川
上流地域は，世界最古の鉄器文明として知ら
れるヒッタイト民族の居住地とも重なる．現
在はGAPといわれる大灌漑計画が推進され
ており，世界最大級と言われるアーチ型ロッ
クヒルダムがかかり，この最古の文明地域の
再発展に向けて，国家的取り組みが行われて
いた．

ところで，トルコの大学の地球科学は一般
の理学部にはなく，工学部に置かれているケ
ースが多く，Department of Geological
Engineeringと呼ばれている．これは，内容
は一般の地質学とほとんど変わらないが，こ
の国がテクノロジーによって近代化を図ろう
としている現われであり，そのことは，今後
も変わらないだろうとのことであった．しか
し，世界的な経済の低迷と中東情勢の不透明
感は，この地域にも暗雲をもたらしているこ
とも事実であり，筆者も野外調査がままなら
ないことを以前にもまして感じた．それだけ
に今後のより一層の国際理解と協調が必要で
あると思われた．

なお，トルコの大学の多くは，英語によっ
て教育を行っており，中にはアンカラの中東
工科大学のように，最初の1年間は英語だけ
のトレーニングにあて，基準に達しないもの
は退学（かなりの率に上ると言う）という厳
しいものである．ちなみに，昨年訪問したエ
ジプトのタンタ大学は，授業時のterminolo-
gyは英語，それを用いてアラビア語で講義
するが，ペーパーテストはすべて英語で記述

させるという，面白いものであった．わが国
の英語教育が完全な失敗に終わっている現状
に照らして，一考を要する教育方法かと思っ
た．

今回，来年9月上旬に中東工科大学で開か
れるアナトリア断層シンポジウムの案内があ
った．これは，北および東アナトリア断層の
総合的国際シンポジウムとして企画されてお
り，同大学，トルコ鉱物資源開発庁（MTA）
及び産業技術総合研究所（AIST,旧地調を含
む）の共同開催となっている．産総研活断層
研究センターの佃栄吉氏がコチェアマン，粟
田泰夫氏がココンビナーをつとめ，トレンチ
調査などのトレーニングコースも行われると
いう．わが国とトルコとの国際研究教育交流
がこのような形で実を結ぼうとしていること
は大いに喜ばしい．要旨の締め切りは来年5
月と予定されており，活断層研究センターの
ホームページ（http://unit.aist.go.jp/actfault/
activef.html）からも,近々アクセス可能とな
る予定である．
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COGEOENVIRONMENT (Commission on Geological
Sciences for Environmental Planning, IUGS) 2001報告

コジオエンバイロメント・日本委員会：古野邦雄

昨年（2001年）6月下旬，アフリカのザン
ビア国・ルサカで国際地質科学連合（IUGS）
のひとつの委員会であるCOGEOENVIRON-
MENT（Commission on Geological Sciences
for Environmental Planning, IUGS）（本稿では，
以下，コジオエンバイロメントと呼ぶ）の
2001年・年会が約20人の関係者の参加で開
かれた．同時に，その機会を利用して，コジ
オエンバイロメントが，近年積極的に取り組
んでいるプロジェクトである医療地質，地質
環境指標のショートコース及びアフリカの地
質環境問題シンポジウムが開かれ，アフリカ
を中心とした各国から，約100人が参加し，
活発な議論が行われた．同時に，ルサカの地

質環境問題に関する巡検が実施された．
日本からは楡井久と古野邦雄がこの全行事

に参加した．年会はコジオエンバイロメント
の役員を中心に約20人が参加し，世界各地
のコジオエンバイロメントの活動と地質環境
をめぐる状況が報告され，前年度の活動の総
括と新年度の活動の計画が討議された．

この年会において，2002年の年会を日本
で開くことが決定された．また，その際，医
療地質のショートコースおよび地質環境関連
の巡検も同時期に日本において実施すること
が決定された．それを受けて，別記の日程で
一連の行事を東京近傍で行うこととなった．

IUGS-COGEO-International Geoenvironmental
workshop 2002 in Japanのお知らせ

上述したように，コジオエンバイロメント
の2002年・年会が日本で開かれることを受
けて，コジオエンバイロメント日本委員会と
コジオエンバイロメント（IUGS）で検討し
た結果，右記の内容で国際地質環境ワークシ
ョップ（地質環境問題を中心とした巡検，お
よび医療地質のワークショップおよびコジエ
ンバイロメントの年会の組み合わせ）が開ら
かれることとなりました．多くの方の参加を
呼びかけます．詳しくは追ってお知らせしい
たします．

名称： IUGS - COGEO - I n t e r n a t i o n a l
Geoenvironmental workshop 2002 in Japan
目的： COGEOENVIRONMENT（IUGS）

（コジオエンバイロメント）の年回が日本で
開かれ，世界の環境地質研究者が来日する機
会を捉え，日本の環境地質関係者との交流を
行うとともに，コジオエンバイロメントで力
を入れており，その取組が日本においても今
後重要になっていく医療地質についての認識
を深める．同時に，この機会に地質環境の巡
検を実施して，外国及び日本の参加者に現在

上　COGEOENVIRONMENT(IUGS) 2001
年・年会風景，アフリカのザンビア国・ルサ
カにて
下　ルサカの環境地質巡検，石灰岩地帯で，
地下水のよいかんよう地域になっているとこ
ろが，また，よいゴミ捨て場となっている．
対策はこれから．



の日本における環境地質問題の認識を広めて
いく．
日時・内容

（1） 2002年11月16・17（土・日）地質環境
野外巡検　
水循環，湧水，地盤沈下，地質汚染，廃棄
物，その他．

（2） 2002年11月20・21（水・木）医療地質
ワークショップ

○医療地質ショートコース（18日_19日午前）
ヨーロッパで提唱され，大きな反響を呼ん
でいる医療地質について，その提唱者の一
人である，スウェーデン地質調査書のオレ
博士や，その実践に力を入れているアメリ
カ地質調査所のボブ博士，アメリカ陸軍病
理学研究所のホセ博士を講師に招いて医療
地質とはなにか，その果たす役割はなどに
ついて大いに語ってもらう．

○日本の医療地質シンポ（19日午後）
日本における医療地質についてのシンポジ
ウム
場所：野外巡検および医療地質ワークショッ

プともに東京近郊
主催：
上記の（1），（2）については以下の団体が主催：
（NPO）売買対象地地質汚染調査浄化研究会
コジオエンバイロメント・日本委員会
茨城大学広域水圏環境科学教育研究センタ
ー
日本地質学会環境地質研究委員会
COGEOENVIRONMENT（IUGS），

（アメリカ地質調査所，アメリカ陸軍病理
学研究所）（予定）

（3） 2002年11月18・19（月・火）COGEO-
ENVIRONMENT（IUGS）2002年・年会
上記の（1），（2）の行事の間にコジオエンバイ

ロメントの2002年・年会を行う．この年会
はCOGEOENVIRONMENT（IUGS）が主催
する．
問い合わせ：なおこれら一連の行事の実施に
当たり，実行委員会が組織されています．問
い合わせは下記実行委員会まで．
茨城大学広域水圏環境科学教育研究センター
気付

IUGS-COGEO-International Geoenvironmen-
tal workshop 2002 in Japan 実行委員会
楡井久（実行委員長）email : nirei@mito.ipc.
ibaraki.ac.jp
古野邦雄（事務局長）email : furunok@
bekkoame.ne.jp
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下　地質環境指標・医療地質ショートコース
参加者（一部）の記念撮影

平成14年度特別展

「恐竜時代の生き物たち
―桑島化石壁のタイムトン
ネル―」

日本の化石で世界に最初に発表されたもの
は，明治7年ドイツ人のライン博士が“桑島
化石壁”（石川県白峰村）で採取した植物化
石です．この場所は国の天然記念物にも指定
され，日本地質学発祥の地として保護・保存
されてきました．

桑島化石壁は下部白亜系の手取層群からな
ります．ここからはその後，恐竜化石も発見
され，また，新たな調査によって，今回の展
示で紹介される多数の化石が産出しました．
この発掘調査では恐竜とともに，哺乳類と爬
虫類の両方の特性をもつトリティロドン，ト
カゲの新種であるサクラサウルス，最古の哺
乳類など多様な動物の化石が次々と発見さ
れ，世界的な注目を集めています．本展示で
は，恐竜や共存していた生物たちの化石や地
層から復元される，当時の環境や生態を紹介
します．

会期：第一期：2002年7月27日（土）～9月
1日（日）

第二期：2002年9月14日（土）～10月
6日（日）

会場：千葉県立中央博物館　企画展示室
開館時間：9 : 00_16 : 30
休館日：毎週月曜（月曜祝祭日9/16，9/23

は開館，翌日の火曜9/17，9/24が休館），
9/2～9/13

入場料：個人　一般500円，高校生・大学生
400円，小学生・中学生200円
団体（20名以上）一般400円，高校生・大
学生300円，小学生・中学生60円

なお，常設展示は無料．
問い合わせ先：

〒260_8682 千葉市中央区青葉町955_2
千葉県立中央博物館　地学研究科
電話 043_265_3879 Fax 043_266_2481
http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/

［関連行事：講演会］

恐竜化石の宝庫「桑島化石壁」 伊左治鎭司
（千葉県立中央博物館）7月27日（土）
恐竜のいた森を復元する 斎木　健一（千葉

県立中央博物館）8月10日（土）

カメのひみつ 平山　廉（帝京平成大学）
9月15日（日）
日本の恐竜 真鍋　真（国立科学博物館）

9月22日（日）

以上の講演会はすべて，
会場　千葉県立中央博物館　講堂　14 : 00～

15 : 00
参加料　無料　申込　不要（当日先着200名）
この他にも関連事業（講座・観察会・化石発
掘体験など）を多数企画しています．

（なお，日本地質学会第108年学術大会見学
旅行案内第3班では，この内容の現地見学を
行いました．）

千葉県立中央博物館

天然記念物「桑島化石壁」

博物館だより
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特別展のご案内

「化石からたどる植物の
進化―陸に上がった植物の
あゆみ―」

陸上植物は約5億年前に藻類から進化して
水中から陸上へ進出し，緑豊かな地球環境を
つくりだしてきました．植物が体のつくりや
繁殖・散布方法を進化させてきた5億年の歴
史を日本や世界各地から産出した化石をもと
に紹介します．
期間　平成14年7月6日（土）～9月1日（日）
休館日　毎週月曜日
開館時間　午前9時30分～午後4時30分
会場　大阪市立自然史博物館　ネイチャーホ

ール（花と緑と自然の情報センター2階）
観覧料　大人400円，高校・大学生300円．
【展示内容】

植物化石のいろいろ，植物化石のでき方，植

物の起源，陸に上がった植物，地球最初の森，
種子植物の誕生，ゴンドワナ大陸の植物，裸
子植物の繁栄，日本の中生代植物化石，被子
植物の誕生と繁栄，日本の新生代化石植物群，
生きている化石植物（生品展示）．

普及講演会「陸に上がった植物のあゆみ」

7月21日（日）13 : 00_16 : 00
「植物は陸に上がった後どうしたか」

加藤雅啓氏（東京大学）
「化石の果実はおいしかったか」

西田治文氏（中央大学）
会場：自然史博物館本館講堂
事前の申し込み並びに参加費は不要．ただし，
入館料は必要．

所在地：大阪市東住吉区長居公園1_23（長
居植物園内）電話：06_6697_6221

最寄駅：地下鉄御堂筋線「長居」駅，徒歩
15分．JR阪和線「長居」駅，徒歩15分．

URL : http://www.mus-nh.city.osaka.jp/

大阪市立自然史博物館

第1図　ナンヨウスギの球果化石（写真は縦
断面，長さ6 cm）．ジュラ紀，アルゼンチン
産．

第2図　木生シダ，プサロニウスの幹の化石
（写真は横断面，直径18 cm）．石炭紀，ブラ
ジル産．

1． とき：7月18日（木）～平成14年9月16
日（月・祝）

（毎週月曜日は休館．ただし，8月12日，9月
16日は開館）午前9時～午後4時半（入場は
4時まで）

2． ところ：自然史博物館　特別企画展示室
（大岩町字大穴総合動植物公園内）

3． 観覧料：大人300円（240円），小・中学
生100円（80円）

※特別企画展観覧料以外に総合動植物公園入
園料/大人 600 円（480 円），小・中学生
100円（80円）が必要です．（ ）内は30
人以上の団体料金

4． 内容：
火山・地震活動などによって，地球科学へ

の関心が高まっています．マグマはこのよう
な地球の営みに深くかかわっており，マグマ
のひみつを解き明かしていくことは月・地
球・生物の起源をさぐるぼうけんでもありま
す．この特別企画展では，NASA（アメリカ
航空宇宙局）の「月の石」をはじめ，いん石
やマグマからできたいろいろな溶岩，美しい
鉱物・岩石を展示します．また，これまでに
ない多くの参加・体験型展示を取り入れ，月

と地球の科学を楽しく紹介します．
・主な展示項目　※美しい鉱物・岩石に触れ

たり，実験するコーナーが15か所以上！！
①　マグマのひみつ（マグマってなあに？）
②　火山をしらべる（富士山は活火山？）
③　マグマのふるさと（マグマはどこででき

るの？）
④　石のたんじょう（マグマからどうしてい

ろいろな石ができるの？）
⑤　月と地球とマグマ（月と地球は兄弟な

の？）

5． 特別企画展記念講演会「月の石とマグマ

のひみつ」

平成14年7月20日（土・祝）14 : 00～15 : 30
講師：NASA宇宙物質管理局学芸員　ゲイリ

ー・ロフグレン氏（日本語通訳付き）
申込：豊橋市自然史博物館
（電話 0532_41_4747またはFax 0532_41_

8020）へ

6． 交通：JR豊橋駅より豊鉄バス20分「の
んほいパーク前」下車．またはJR二川駅
南口から徒歩6分

ホームページhttp://www.toyohaku.gr.jp/
sizensi もご参照ください．

豊橋市自然史博物館

第17回特別企画展

「マグマのぼうけん―月
の石と大地のひみつをさぐ
る」
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古今書院，2002年，ISBN4_7722_6007_2，
340ページ，定価7500円

今から約110年前の1891年（明治24年）
10月21日，岐阜・愛知を中心とする中部地
方南西部に甚大な被害をもたらした大地震が
発生した．この地震は濃尾地震と呼ばれ，気
象庁マグニチュード8.0という，機械観測が
始まって以来，日本の内陸で発生した最大の
地震である．

この地震に伴って，福井県と岐阜県にまた
がって，長さ約80kmにわたって地表地震断
層が出現した．特に岐阜県根尾村水鳥に出現
した断層崖は，水鳥の断層崖として世界中に
紹介され，断層地震説を決定づけるものとな
った．この水鳥の断層崖は特別天然記念物と
して保存されるとともに，後に断層地下観察
館が建設され，地学・防災教育にも役立って
いる．

また濃尾地震は，明治の文明開化以降に都
市部を襲った最初の地震としても記憶される
べきものであり，その後の日本の都市防災や
耐震設計に大きな影響を与えた地震でもあっ
た．この濃尾地震に関するこれまでの研究の
集大成とも言うべき書籍が，このたび古今書
院より出版された．

本書は，「第1部　濃尾地震の諸相」，「第2
部　濃尾地震の地震断層」，「第3部　濃尾活
断層系の諸性質」の3部構成となっており，
それぞれが100ページ近く，ないしはそれ以
上のボリュームを持った大作となっている．

第1部では，濃尾地震の被害や地殻変動，
地震学的な解析結果等がまとめられている．
特に第1章で紹介されている当時の被害状況
とその対応についての記録は，1995年の阪
神・淡路大震災と比較しても非常に興味深
い．また，第2章では濃尾地震の地震学的な
解析が紹介されているが，ともすれば複雑な
数式ばかりが並びがちな内容が，平易に，な
おかつ的確にまとめられている．

続く第2部では，濃尾地震に伴って出現し
た地表地震断層について，当時の詳細な記録
とともに，その全容が紹介されている．地震
当時は満足な地形図すらなかった時代で，な
おかつ交通手段も限られるなど，さまざまな
困難の中で，小藤文次郎・大森房吉らによっ

「濃尾地震と根尾谷断層帯」
―内陸最大地震と断層の諸性質―

村松郁栄・松田時彦・岡田篤正著

て，詳細な調査がなされている．本書では，
これらの調査結果を忠実に紹介しながら，そ
の後の著者らによる現地確認調査の結果が註
として付け加えられている．なお，この現地
調査は主として1970年前後に実施されたよ
うだが，その後の地形改変で現在では確認で
きなくなっているものも多く，それ自体が貴
重な記録でもある．

最後の第3部では，濃尾地震時に活動した
活断層，およびその周辺の活断層をふくめた
濃尾活断層系について，これまでの研究成果
が紹介されている．そのうち第1章では，著
者らによる調査結果を中心に，各活断層の地
形・地質学的な特徴がまとめられている．ま
た第2章では，近年，さまざまな機関で実施
されているトレンチ掘削調査の結果をもと
に，濃尾活断層系の活動履歴がまとめられて
いる．さらに第3章では，濃尾活断層系のテ
クトニックな背景や，濃尾地震断層のセグメ
ンテーションなど，最新の研究成果が紹介さ
れている．

本書中に挿入された地震直後の写真は，き
わめて鮮明に印刷されており，資料価値の高
いものとなっている．また，著者らによって
撮影された1960年代，70年代の写真も，現
在では消滅してしまった地形の記録として大
変貴重なものである．さらに，著者自らの撮
影による空中からの地形写真を含む60余枚
のカラー口絵写真が巻頭に添付されている．
多少気になる点があるとすれば，いくつかの
図（例えば図3_3，図3_7など）が，解像度
の関係でわずかにギザギザとなっていること
が挙げられるが，決して読図に差し障りがあ
るようなものではない．なお，巻末の文献表
の掲載順は，通常の著者名順ではなく，発表
年順を優先したものとなっている．これにつ
いては，地震当時の古い文献をまとめて表示
するという意図があったものと推測される
が，見やすさ，使いやすさの点から考えると，
一般的な著者名順のほうがよかったのではな
いかと思われる．しかしながら，このような
点は，書物全体の内容の濃さ・完成度の高さ
から比べて非常に些細なことであり，ここで
問題にすべきではないことは言うまでもな
い．

著者らは，言わずと知れた我が国の地震・
活断層研究分野における代表的研究者であ
り，本書にまとめられた内容は，第一線の研
究成果であると言ってよい．それにもかかわ
らず，数多くの図や写真と比較的平易な文章
で，専門家でなくても読みこなせるものとな
っていることは特筆すべきことである．いず
れにしても，学界の権威でもある著者らによ
って，このような書物が出版されたことの意
義は非常に大きい．本書は，活断層研究者の
みならず，地質学，地形学，地震学に少しで
も興味をお持ちの方にぜひともお薦めするす
る一冊と言える．

（吉岡敏和）

古今書院，東京．2002年5月15日初版
発行，219ページ，定価3,500円，（税別）

本書の著者は，周知のように，元日本地質
学会の会長であり，内外の学界において今も
なお活躍中の堆積学の専門家である．今回，

“地球科学の基礎科学として堆積学が発展し
た過程を追いながら自然に堆積学の学問体系
を理解できるような記述を意図”して，この
本を書かれた．まず，全9章からなるその構
成と内容を概観しょう．

第1章は“堆積学とその位置づけ”と題さ
れ，堆積学とはどのような学問か，そして，
それがどのような関連分野と結びつきをもっ
ているかが簡潔に述べられている．著者の手
になる1ページ大の図“堆積学史要覧”には
Steno（1669）からの歴史的発展過程の全貌
がまとめられている．

第2章は，“堆積学前史―地質学と層序学
の発達―”である．堆積学は地層やその構成
物を研究対象とするので，当然，地質学，と
くに，層序学との関連が深い．ここでは，地
質学や層序学の歴史が，その基本原理である

“斉一説”から地向斜の考え，そして，海洋
底拡大説にいたるまでを解説しながら，通覧
されている．

第3章は，“地層の見方の発展”と題され
ている．古今を問わず，堆積学の研究は野外
における地層の観察から始まる．この章では
堆積学発展の過程で，いかに地層の見方や考
え方，さらには，その研究方法が変わってき
たかをLyell（1830_1833）の引用に始まり，
古流系解析，堆積盆解析，混濁流の概念，さ
らに，音響層序学からシーケンス層序学を例
にして，解説されている．この章は本書の中
で最も多くのページが割かれている．それは
ここに記された内容が他の分野にはなく，堆
積学が地質学に対して独自に大きく貢献して
きた歴史があるからだ．

第4章は“堆積岩石学の発達”について語
られる．偏光顕微鏡を使った岩石学はSorby

堆積学
新しい地球科学の成立

岡田博有著

紹　介
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東京大学出版会，2001年6月22日発行，
CD-ROM3枚，四六全判カラー付図2葉，
A4版解説書105ページ，定価（本体価
格20000円＋税），ISBN4_13_060735_9．

本書は，1996年から活動を開始した第四
紀段丘アトラスワーキンググループが日本列
島における第四紀後半の地殻変動史の解明を
目的として，日本全国に分布する海成段丘お
よびその編年を網羅的に記載したデータベー
スである．日本全域をカバーする 1/5 万，
1/20万段丘分布図，編年図，鳥瞰図などが3
枚のCD-ROMに収載されている．
海成段丘とは，過去の海面に関連してできた
海成平坦面が海岸線に沿って階段状に分布す
る地形のことを指す．日本のような地殻変動
の激しい地域における段丘の分化は，古くは，
土地の間欠的な隆起の結果とされていた．し
かし，現在では，一定速度の地盤隆起と第四
紀後半の氷河性海水準変動が複合した結果と
考えられている．段丘面の分布高度と形成当
時の氾世界的海面高度を対比することで，そ
の土地の隆起速度などの地殻変動特性を明ら
かにすることができる．

本書は3枚のCD-ROM，2葉の付図および
解説書から構成されている．CD-ROMには
1/5万段丘分布図，解説文などの本書の基礎
となるデータが収録されている．付図は日本
列島の地殻変動特性が概観できる1/200万段
丘分布図となっており，本書のまとめともい
える．CD-ROMは解説書の1～5章，付図は
解説書の6章とそれぞれ対照している．
3枚のCD-ROM（日本Ⅰ［北海道・東北］，日
本Ⅱ［関東・中部・近畿］，日本Ⅲ［中国・四
国・九州・南西諸島］）には，それぞれ「段
丘面の分類と定義」のほか，以下のデータが
収められている．
①1/5万段丘分布図（563図幅）と関連デー

タ集（図幅の解説文，文献，段丘編年図・
表，年代に関するデータ，旧汀線高度，変
動量に関するデータ，段丘を構成・被覆す
る堆積物の柱状図），

日本の海成段丘アトラス

小池一之・町田　洋編

によって1849年に始められた．その対象は
ジュラ紀石灰質砂岩であった．それ以降，今
日にいたるまで，堆積岩を対象とした岩石学
の歴史と流行，その成果がここで記述されて
い る ． 著 者 の 業 績 で あ る 砂 岩 の 分 類

（Okada, 1971）はこの章で解説されている．
なお，この章に登場する多くの研究者のうち，
戦後に活躍した面々はアメリカ学派としてこ
の学問の各分野で指導的役割を果たし，堆積
学の躍進に大きく貢献した．

第5章は，“地層学の発達”と題されてい
る．堆積岩形成論の特徴の一つは，堆積岩の
形成過程が直接観察できることであり，その
環境を体験できることである．その形成過程
や環境を過去の地層と結び付ける基本概念が
堆積相であり，それを一般化したのが相モデ
ルである．これらの考え方の移り変わりがワ
ルターの法則や相解析の解説を例として述べ
られている．

堆積学が学界でその存在が認められる過程
において，大別して3つの学派が活躍した．
ヨーロッパ学派，ロシア学派，アメリカ学派
である．時期的には，戦前と戦後，1950年
を境にして，その流れを区別できると，著者
は第6章，“堆積学の成立”の中で述べてい
る．英語sedimentologyが専門家の間で定着
するようになるにはさまざまな主張や意見が
交わされたが，その裏面史も面白い．

プレート・テクトニクスの登場は20世紀
の地球科学を根本的に変えたが，その中でも
とくに海洋底研究の果たした役割はきわめて
大きい．しかし，歴史上忘れてならないのは
チャレンジャー号の偉業である．第7章“海
洋底研究と堆積学”では，19世紀と20世紀
の海洋底研究とそれに関連をもった堆積学の
成果が紹介されている．第3章に次いで多く
のページが与えられているのは，話題が豊富
であることにもよるが，この分野の著しい進
展を強調したいからでもあろう．

第8章“日本の堆積学”では，八木次男，
今井半次郎，高橋純一という碩学の研究の紹
介に始まり，ごく最近の日本の堆積学界で活
躍している若手研究者の業績にいたるまでを
通覧している．本書でも紹介されているよう
に，2006 年には，第 17 回の ISC（Inter -
national Sedimentological Congress）が日本
で開かれる予定である．堆積学の国際会議が
わが国で開催されるようになる今日までの歴
史を理解するためにも，必読すべき章であろ
う．世界で堆積学の芽吹きが始まったころ，
わが国においても，広い識見をもった高い水
準の研究が進められていた．そのことにわれ
われは誇りと自信を持つべきであろう．

堆積岩生成の諸現象が話題になる環境は，
重力の場である．それを考えると，堆積学の
知見はいわゆる地球型惑星全体にわたって共
通しており，そこでも大いに発展する可能性
をもっている．著者は最後の第9章“21世紀
の堆積学”で，月と火星を例に，惑星堆積学
として，いくつかの話題を紹介している．一
方，人類共通の新しい問題である地球環境は，

この学問の得意とするところであり，それを
強調する意味で，この章の第3節は“環境堆
積学と社会堆積学”と名づけられている．今，
避けて通れないこの環境に関する諸問題に対
して，堆積学徒はもっと積極的に発言すべき
であろうと評者は感ずる．

本書は，総ページ数と上に紹介した内容か
ら理解できるように，堆積学の歴史が実に密
度高く語られている．各所に挿入されている
内外の研究者の肖像や近影は，読者に親しみ
を与え，また，各章で引用されている内外の
文献は読者の理解を補ってくれる．ただ，初
学者には，これらはわずらわしく感じられる
かも知れない．しかし，それを気にせず，著
者の意とした学問の発展の流れを追うように
読まれることを勧める．最後にまとめられた
700編に及ぶ文献は，著者の不断の努力によ
って集められたもので，堆積学全体をほぼ網
羅し，その性格をよく反映している貴重なデ
ータベースである．

本書の題名，堆積学sedimentologyが言葉
として使われ始めたのは1932年のことであ
る．また，この学問が世界的に各国で花開い
ていったのは，1950年代である．これらの
時期は著者が生まれ，そして，活躍を始めた
時期にほぼ一致する．本書の記述や説明は具
体的であり，ところによっては述懐となり，
紙背には著者の情熱を感ずる．それは，この
書が堆積学の歴史であると同時に，著者の自
分史でもあるからであろう．このような内容
が豊富で，密度の高いものを書ける研究者は，
この著者をおいていないであろう．評者が実
に面白く読めたという感想をもったのも，こ
のような背景があるからと思う．

堆積学は，石炭や石油，あるいは，堆積性
鉱床等の資源探査と開発に深い関係をもって
発展してきた．しかし，その主流はあくまで
基礎科学としての色彩が濃い．古い手法でも
捨てられないところに基礎としての重要性が
ある．一方，全貌を理解するには，新しい知
識や技術は不可欠である．そのような堆積学
の特質は，その歴史的な発展過程をたどるこ
とによって，よりよく理解できる．本書は，
堆積学，あるいは，地質学の学徒により，今
後，長く読まれていくであろう．

堆積学の研究対象は，地球の環境の中でも
とくに人類の生活にかかわりの深いモノとコ
トにある．21世紀になって，ますます大き
な課題になってきた環境問題の理解と研究に
は堆積学の知識は必須であろう．目前に山積
する諸問題をどう取り扱ったらよいか，どの
ように解決していったらよいか等をこの書を
読み，皆で考えてみよう．新しく地球科学を
学ぼうとする学生や環境問題に関心をもつ研
究者に一読を勧める．この学問になじみのな
い人たちに，堆積学の必要性と有用性を理解
してもらうためにも，各地の図書館でそろえ
ておいて欲しい書である．

（水谷伸治郎）
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②酸素同位体ステージごと（ステージ1，ス
テージ5e，ステージ1，5e，7，9）の1/20
万段丘分布図（111図幅・333枚），旧汀線
高度等値線など，

③主な段丘分布地域の鳥瞰図（25図），
④主な平野・盆地の第四紀層基底深度分布図
（16図）．
日本全国を網羅する段丘分布図①は16名

の執筆者によって分担，記載されたものであ
る．各図幅は1/5万地形図1枚を1調査地域
として，既存研究の成果や，空中写真判読，
必要に応じた現地調査に基づいて作成されて
いる．段丘の編年は，新たに得られた野外試
料や年代測定値が加えられた最新のものであ
る．なお，段丘編年の妥当性は3段階の確実
度によって評価されている．①の「変動量に
関するデータ」では，旧汀線高度とその形成
時の氾世界的海面高度の差から垂直変動量，
さらに変動速度が見積もられている．②と③
は，①によって酸素同位体ステージごとに区
分された海成段丘が1/20万地勢図や数値地
図に編集されたものである．④は，既存文献
をもとに，全国の主要な27の平野・盆地に
ついて，第四紀層基底深度分布が数値地図に
プロットされたものである．以上の図は全て
カラーで，インターネットブラウザによりイ
ンデックス画面からマウス操作のみで簡単に
閲覧することが可能である．

2葉の付図はそれぞれ酸素同位体ステージ
5eとステージ7，9に分けられた，主な地域
の1/60万挿入図を含む1/200万段丘分布図
である．CD-ROMに収められた1/20万段丘
分布図が基図となっている．1/60万段丘分
布図には段丘分布のほか，各ステージの旧汀
線・海成層上限高度の等値線が描かれてお
り，各地域の地殻の傾動変化が概観できるよ
うになっている．

解説書は6章からなる．
1 海成段丘・海成層の研究
2 段丘編年の基準となる第四紀テフロクロ

ノロジー
3 本書の構成概要
4 地域各論
5 第四紀構造盆地の沈降量図
6 日本列島の地殻変動特性

1章は海成段丘の定義とその研究意義，2
章は酸素同位体層序や第四紀テフロクロノロ
ジーの研究史，3章はデータのとりまとめ方
やCD-ROMの内容と使用法についてそれぞ
れ述べている．4章では，日本全国の段丘に
ついて，（1）概説，（2）段丘対比の基準と精度，

（3）段丘分布と地殻変動の特性，（4）問題点が，
北海道から順に南へ，地域ごとに概説されて
いる．5章はCD-ROM④の概説である．6章
では，酸素同位体ステージ5eを中心に過去
約12万年間にわたる日本列島における地殻
変動の地域特性がまとめられている．

本書の特徴は，日本全国の海成段丘の分布
と特徴がかつてない高精度のスケールで統一
されたデータセットとしてCD-ROMに収め
られている点にある．ノート型パソコンを携

帯すれば，野外で日本中の海成段丘が瞬時に
パソコン画面上で確認できる．これまでのよ
うに膨大な量の地図を持ち歩く必要がない．

また，より古いステージの段丘区分がされ
ている点も特徴として挙げられる．海成段丘
を垂直的地殻変動の基準にして，第四紀後半
の地殻変動史について言及した地域研究はこ
れまで多い．それらの情報を一定の基準で日
本列島全体についてとりまとめた地図には，
Ota et al.（1987）の完新世旧汀線マップ，
Ota et al.（1992）の最終間氷期旧汀線マップ
がある．これらの研究では，各時期の旧汀線
の位置と高度が1/200万の地図などに記載さ
れており，日本列島の地殻変動の様子が概観
できる．本書は近年より詳しさを増してきた
段丘の層序・編年研究に基づいて，酸素同位
体ステージ1，5e，7，9の海成段丘を日本列
島全体でとりまとめている．

海成段丘では，露頭が段丘崖としてみられ
ることが多い．堆積性段丘の場合，段丘構成
堆積物の堆積相とその年代に基づいて，段丘
面の形成時期（離水年代）を検証することが
できる．しかし，浸食性段丘の場合，段丘構
成堆積物が欠如し，基盤岩が露出することが
多い．よって，第四紀広域テフラが段丘面を
被覆する場合を除いて，その形成時期の検討
は難しい．本書では，1/5万段丘分布図の関
連データ集として柱状図が収載されている．
しかし，全体として露頭，すなわち柱状図や
断面図などの層序学的情報が少ない点は否め
ない．また，段丘編年の確実度にも年代と地
域によるばらつきがある．段丘編年の確実性
を高めるためには，今後，より多くの堆積性
段丘で，前浜，干潟などの海水準の指標とな
るような堆積相の認定，年代試料の収集，年
代値の測定を地道に行っていく必要がある．

海成段丘の旧汀線高度から導かれる変動史
は，第四紀後半の日本列島におけるテクトニ
ックな変動を推定する基礎資料となる．本書
は地学の基礎研究にはもちろんのこと，長期
的な防災計画・土地利用計画策定に必須の資
料と思われる．値段が少し高めなのが難だが，
地学系の研究室や研究科の図書館などに1冊
あると重宝するに違いない．

CD-ROMの動作環境については詳細が東
京大学出版ホームページに掲載されているの
で注意されたい．http://www.utp.or. jp/
shelf/200106/060735.html．

（田辺　晋）

ISBN4_254_16240_5C3044，朝倉書店A5
判，712頁，定価（23,000円＋税）2001
年9月発行

長年慣れ親しんだ‘地質調査所’の名前が
消えて，‘産総研地質調査総合センター’に
生れ変わり，1年が経った．ここに紹介する

「地質学ハンドブック」は旧体制 の下で準備
が進められ，新しい衣を纏って世に出ること
になったものである．この大著は，いわば
120年の歴史をもつ旧地質調査所の知的基盤
の総集編であり，また，産声をあげたばかり
の地質調査総合センター（略称はどうなるの
であろうか，いずれにしても地質という言葉
が残ったことは大変よろこばしいことであ
る）のこれからの行方を占う使命を担って誕
生することになったのである．

編集者は本書の目的を，これまでの地質学
の成果が「各種エネルギー・資源の探索 開
発や国土の合理的かつ安全な利用，地質災害
の軽減，地圏環境の評価などに不可欠な貢献
をしてきましたし，今後もますますその重要
性は増大することでしょう．地質に関して蓄
積してきた知見の集大成を本書にまとめ，関
係学会・教育機関，関連産業界等に広く提供
することは意義深いことと思う次第です」と
述べている．

以上に明らかなように，ハンドブックとい
う名称から，読者がこの本を気楽に野外調査
に携行してわからないことを知ろうとした
り，また野外・室内でのさまざまな調査法を
知ろうとして本書を開くならば，すこし戸惑
うことになろう．例えば惑星調査法が15ペ
ージにわたって解説されているが，これを自
分の調査にすぐに役立てることができる人は
あるまい．この本は，地質調査所が蓄積して
きた知的基盤を紹介し，今後の地球科学の発
展に役立て，それによって社会に貢献するこ
とをねらいとしているのである．従って，ま

地質学ハンドブック

産業技術総合研究所地質調査総合
センター　加藤碩一・脇田浩二
（総編集），今井　登・遠藤祐二・

村上　裕（編集）



ずは大学・研究機関の研究者と院生・学生に
本書を薦め，最先端の技術がどこまで進んで
いるかを学んでいただきたい．このように書
くと，本書は 現場では役立たないと思われ
るかもしれないが，じつはそうではない．本
書にはあらゆる種類の地質調査の方法が網羅
されていて，とりわけ通常ではなじみにくい
さまざまな地球化学的および地球物理学的研
究手法が紹介されている．また，応用編にあ
る 活断層調査法や地質災害調査法などは地
質コンサルタントに所属する会員にとっては
すぐにも役立つ記述となっている．われわれ
が依頼主に出す報告書を書く際には（筆 者
も最近そのような立場に移ったのだが），必
ず調査の手法や根拠を示すことが求められる
が，地調120年の権威に裏打ちされた本書が
あれば，まず困ることはないと言ってよい．
また，本書をこのようにして利用する時でも，
つねに研究の最前線に触れることができるこ
とは，調査を行う者に夢を与えることであり，
ひいては今後の産官学の連携の芽を育てるこ
とにもなろう．新しい地質調査総合センター
では産学官の連 携を重視し，あらゆる質問
や相談を受けるとのことなので（これまでは
敷居が高 かったが），本書をもとにして新し
い調査法についても積極的に相談を投げ掛け
てはいかがであろうか．そこから新しい連携
が生れ，調査法の改良・効率化の道が生まれ
るのではなかろうか．

本書の構成は以下のとおりである．
Ⅰ． 基礎編

1． 地質学的研究手法

2． 地球化学的研究手法
3． 地球物理学的研究手法

Ⅱ． 応用編
4． 地質マッピング法
5． 活断層調査法
6． 地下資源調査法
7． 地熱資源調査法
8． 地質災害調査法
9． 環境地質調査法
10． 土木地質調査法
11． 海洋湖沼調査法
12． 惑星調査法

Ⅲ． 資料編（44ページ）

1では，地質図の書き方，鉱物岩石の同定
法など野外地質調査法の基礎的な事項，堆積
物の見方，層序と化石，テフラ・古地磁気層
序，シーケンス層序学も紹介されている．こ
の部分は多くの専門家が細かく分担して執筆
している．2と3では，各種の研 究手法がそ
れぞれまとまり良く紹介されている．さすが
に知的基盤が充実していることがよくわか
る．とかく一つの専門分野に埋没しがちな研
究者には，ぜひ本書を通覧 することをお薦
めしたい．最近の各種の観測手法の進歩はじ
つに目覚ましく，そこここに新しい研究のヒ
ントが得られるに違いない．

ついで，応用編の4では一般的な地質マッ
ピングの方法が概説されている．この項には
各執筆者がこれまでどのような手法で第三
系，火山，深成岩，変成岩などをマッピング
してきたかを紹介している．付加複合体の調
査研究法が紹介されているのは，斬新である．

5～12では各種の調査法について最新の知識
がいずれもよくまとめられて紹介されてい
る．活断層，地質災害，環境地質，および海
洋湖沼の調査は最近では 多くの地質コンサ
ルタントにとっても，日常的な業務となって
きており，本書の記述 にたよることができ
るのは，頼もしい限りである．本書は，少な
くともこのような業 務に従事する会社にと
っては，その値段にかかわらず，それぞれの
部署には必ず備えておく価値があることを強
調しておきたい．院生学生や大学教官が個人
で購入するにはやや苦痛が伴うであろう．少
なくとも，研究室か近くの図書室に備えられ
るように 頑張ってはいかがであろうか．

ところで，本書は旧版の『地質学ハンドブ
ック』を全面的に書き改めたものと「はじめ
に」で説明されている．旧版（藤本治義・柴
田秀賢編集，1966，朝倉書店，601ページ）
は当時の東京教育大学を中心とした12名に
よる執筆で，地質学全体についての大学の教
養・専門課程の教科書といってよい内容であ
る．残念ながら絶版となっているが，開いて
みると，地質学が体系にそって非常によく記
述されているのに驚 かされる．今回の新版
はそのねらいとするところが旧版とは全く異
なっているが，次の企画として両者を総合し
た，すなわち基礎から応用までをきっちり記
述した各分野 別のシリーズをぜひ作ってい
ただきたいものである．それは今後，新しい
センターが果たすべき役割とも合致するので
はないであろうか．

（徳岡隆夫）
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環境と地質環境―」が発売になりました．
A2版裏表カラー印刷，ハンディータイプでさらにポスター

にもなります．

ご希望の方は以下の要領でお申込下さい．
会員価格300円　非会員価格400円

申込方法：学会事務局宛に，希望部数を記入し，返信封筒（切
手貼付のこと）を入れてお申し込み下さい．
※少部数の場合は，代金は切手で同封可．

なお，サイズが横15 cm・縦21 cm，重さ25 g/部ですので，
郵送につきましては，以下のようにお願いします．
定型封筒の場合：90円切手貼付．ただし，二つ折りにしての
郵送となります．
定型外（15cm×21cm以上）封筒の場合：130円切手を貼付．

☆リーフレットシリーズ・3 好評発売中！！

『大地をめぐる水―水環境と地質環境―』

第1作「大地の動きを知ろう―
地盤・活断層・地震災害―」，
第2作「大地のいたみを感じよ
う―地質汚染Geo-Pollutions」
に引き続きリーフレットシリー
ズ第3作「大地をめぐる水―水
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毎年行われている「青少年のための科学の
祭典 2002全国大会」が本年8月1日～8月5
日に本学会も後援団体の一翼を担って，下記
のように予定されています．昨年に引き続き，
地質学分野においても本会の会員・非会員の
方々による実験・演示が行われることになっ
ています．全国大会事務局のご了承と資料提
供を得て，地質学関係の項目を併せてご紹介
します．
開催期間： 8月1日（木）～8月5日（月）
（前半：1日～3日；後半：4日～5日）

開催時間：午前9時30分から午後4時50分
（最終日は午後4時まで）

開催場所：科学技術館（東京都千代田区北の
丸公園；営団地下鉄東西線竹橋駅，都営地
下鉄新宿線九段下駅下車）

入場無料（ただし，科学技術館常設展示は有
料　大人 600 円　中高生 400 円　こども
250円）

前半（8月1日～3日）
スーパー土だんご　パートⅡ

常葉学園大学　小田切　真
信楽粘土・テラコッタ粘土を用いて土だん

ごを作ります．「初め優しく・中ギュッギュ
ッ・終わりはシュッシュで磨きます」 この
コツとワザをつかめば，土だんごはだんだん
と硬くなり， やがて光沢を帯びるようにな
ります．そして，誰もが ツヤツヤ輝くスー
パー土だんごを完成させることができるので
す．

太古の地球への招待　示準化石や示相化石の

意義を学びましょう

元通商産業省地質調査所地質標本館館長
神戸　信和

いろいろな地層から発見される化石の雌型

を利用してレプリカを作成します．あわせて
示準化石や示相化石の意義についてワークシ
ートを用いて学習していきます．レプリカに
よって現在化石として発見される太古の生物
がどのようなものであったのか．それらが地
質学の上でどのような役割を果たしているの
かを学習することができます．

地球の自転により生れる力

静岡大学教育学部　熊野善介
地球が自転しているということは日常生活

の中ではなかなかとらえられません．この実
験では回転しているものの表面でどんな現象
が起こっているのかを観察したり，実際に回
転板（開発中）の上にのって，コリオリの力
がどのようなものかを体験します．

後半（8月4日～5日）
石の中から宝石（ガーネット）を取り出そう

大阪市立阿倍野中学校　井上　晴貴
万葉集に詠まれる二上山周辺に産する安山

岩からザクロ石を取り出します．実際に自分
で岩石を粉砕し，岩石中にザクロ石がどのぐ
らい含まれているのか，どんな形で含まれて
いるのかを体験することができます．

「鳴り砂」の音や振動を体験しよう！

仁摩サンドミュージアム　志波　靖麿
「鳴り砂」がどうして鳴くのか観察したり，

鳴かなくなった砂を再生してみたりと「鳴り
砂」について解説する．海岸の砂洗浄メカニ
ズムを紹介し，環境と鳴り砂について解説す
る．

恐竜のたまごモデル

神奈川県立生命の星・地球博物館　田口　公
則・放送大学地学会　永幡　寛三

まず，恐竜の卵化石と鶏卵を観察し，卵殻
が柱状構造物の集まりから出来ていることを
理解してもらいます．つぎに，身近な材料で
あるフィルムケースとセロテープを利用した
卵殻拡大模型のつくり方を紹介します．模式
的な卵殻モデルを実際につくることを通し
て，恐竜や鶏の卵殻構造の理解を深めること
ができます．

地盤の液状化実験で地震のこわさを学ぼう！

産業技術総合研究所 地質調査総合センター
宮地良典，兼子尚知

ペットボトルを利用して粒子の堆積・分級
の観察と，地震時に発生する地盤（地層）の
液状化現象の観察を行います．液状化の写真
を見る機会は多くなっていますが，実際にそ
の発生過程を直接観察する機会はなかなかあ
りません．身近な実験装置で現象を再現する
ことで，地震災害に関する意識の持続を促し
ます．

石灰岩をピカピカにみがこう

京都市立松原中学校　小寺　隆司
ホームセンターなどの身近な場所で簡単に

入手できる材料を使って石灰岩の表面を鏡面
に仕上げます．これを用いて石灰岩に含まれ
ている化石を観察します．

鉱物の結晶や氷砂糖を砕いたり擦ったりして

みよう

岩田　恒郎

鉱物の結晶をたたいて砕き，その破片の様
子を観察します．鉱物によっては劈開が規則
的になるものがあることを参加者に理解して
もらいます．また，結晶に圧力をかけること
によって，そこに電圧が発生することを観察
します．圧電現象を応用した機器が普段の生
活に利用されていることを紹介します．

「青少年のための科学の祭典2002全国大会」のご案内

四万十帯の逆転した砂岩泥岩互層に入るスレート劈開
徳島大学総合科学部

写真・文　村田明広

表 紙 紹 介

この露頭は宮崎県延岡市東方の四万十帯のもので，従来から言
われている延岡衝上断層（延岡構造線）の上盤に位置する北川層
群の砂岩泥岩互層である．砂岩（白色部）には明瞭な劈開は認め
られないが，泥岩（暗色部）にはほぼ水平なスレート劈開（シャ
ープペンシルと平行）が認められる．堆積構造で地層の上下が分
からないときに，層理面と劈開との関係から地層の上下を推定す
る方法が用いられることがある．この劈開が軸面劈開であるとす
ると，層理面と劈開との関係から，露頭の上方に，左に凸を向け
た褶曲，露頭の下方に，右に凸を向けた褶曲の存在が推定される．

この露頭の場合，劈開がほぼ水平であることもあり，露頭の上
方・下方に存在が推定される褶曲が向斜・背斜のどちらかまで
は分からない．実際には露頭中央左下の砂岩層の荷重痕から，

地層は逆転していることが確かめられ，露頭の上方に，左に凸
を向けた背斜が，露頭の下方に，右に凸を向けた向斜が存在す
ることになる．なお，北川層群は古第三系であるため，延岡構
造線を四万十帯白亜系と古第三系の境界として再定義し，この
砂岩泥岩互層を含む北川層群分布域の北限に持っていく考えが
出されている．
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私は2000年9月から11月にかけて，国際深海掘削計画（ODP）
Leg 192“オントンジャワ海台の掘削”に参加いたしました．その
ときの体験記は日本地質学会News 2001年第2号の院生コーナーに
掲載されましたので，興味のある方は今回とあわせてお読みくださ
い．今回は，私の参加した航海のPostcruise meetingが2002年6月
3～4日に行われ，私もそれに参加しましたので，その体験を報告
したいと思います．

さて，まずPostcruise meetingとは何かご存知ない方に説明をし
たいと思います．Postcruise meetingとは，ODP航海終了後2回に
わたって開かれる集会で，その主要な目的は，航海終了後の出版物
の内容について話し合うことです．航海が終了すると，その調査結
果は2つの出版物，Initial ReportとScientific Resultにまとめられま
す．Initial Reportとは，航海中に行われたコアの記載および解釈が
掲載された出版物であり，航海終了後約1年で出版されます．第1
回Postcruise meetingはこのInitial Reportの最終チェックのために
行われ，乗船研究者の中で各研究分野の代表者1名ずつが集まりま
す．それに対して，Scientific Resultは航海終了からおよそ3年程度
で出版され，航海後に行われた研究結果の査読付き論文が掲載され
ます．第2回Postcruise meetingはScientific Resultの内容について
話し合うのが主要な目的で，乗船研究者および航海に関連した研究
者であれば参加可能です．今回，私が参加したのも，この第2回
Postcruise meetingです．

ODP Leg 192の第2回Postcruise meetingは，アメリカ合衆国ア
イダホ州ポカテロにある，アイダホ州立大学にて2日間にわたって
行われました．ポカテロといってもご存知ない方がほとんどだと思
います．私も知りませんでした．ポカテロというのは広大なジャガ
イモ畑の中にある人口5万人の小さい町で，話によるとアメリカ西
部の典型的な町並みをもっているのだそうです．気候は非常に乾燥
しており，日中の日差しがきつい時間帯にも暑くて不快ということ
がありません．日が長いことにも驚きました．夜10時以降まで日
没がなく，みんなで食事をしながらゆっくりと景色を楽しむことが
できます．そんな町の中にアイダホ州立大学はあります．立地条件
を生かして，日本では考えられないような非常にゆとりのある敷地
の大学であり，美しい建物も印象に残りました．参加者（発表者）
は20名で，日本からは乗船研究者である私と佐野貴司氏（富士常
葉大）が参加しました．

Postcruise meetingの内容ですが，初日と2日目の午前中までは各
人の研究発表です．発表は液晶プロジェクターが中心で，発表時間
は一応1人15分ということになっていましたが，実際にはかなり柔
軟に運用され，質問時間も含めると1時間近い発表もありました．
参加者のほとんどは乗船研究者で，みんな2ヶ月間の共同生活を船
で送った仲なので，終始和やかな雰囲気で議論が行われていました．
2日目の午後は，それまでの発表で浮かび上がった疑問点について
の討論や，どこかの雑誌で特集号を出せないか，何らかの学会でオ
ントンジャワ海台に関するスペシャルセッションを持つことはでき
ないか，などといった議論が行われました．

本来の目的であるScientific Resultの編集についてですが，その
ためにPostcruise meetingの参加者はmeeting終了までにある書類
を提出しなければなりません．そもそも，乗船研究者はScientific
Resultもしくは何らかの国際誌に1本以上投稿することが義務付け

られています．投稿締め切りは航海終了後28ヶ月です．我々が提
出した書類は，航海関連の研究を投稿する雑誌および論文タイトル，
共著者を報告するためのもので，それに基づいてScientific Result
がこれから編集されます．この書類の内容を具体的に決定し，
Scientific Resultの構成を決めるためにも，Postcruise meetingに研
究発表の時間が長く設けられているわけです．お互いの研究内容を
知ることで，研究の競合を避け，共同研究のプランを練ることがで
きます．私もこの集会で話し合った結果，私が書いている論文に1
人の共著者が加わり，また論文内容についても幾つか変更を加える
ことになりました．総じて，非常に有意義な場だったように思いま
す．恐らく，このmeetingのおかげでいくつもの共同研究が新たに
生まれたのではないでしょうか．

さらに，Postcruise meetingには，航海の内容に関連した何らか
の巡検が付属していることが普通です．今回は，アイダホ州の
Snake River Plainが巡検の場として選ばれました．Snake River
Plainは，第四紀に活動したLIPsの1つで，膨大な量の洪水玄武岩
で構成されています．我々の航海はオントンジャワ海台という，地
球上最大の洪水玄武岩台地を調査することが目的でしたので，まさ
に内容にぴったりの巡検です．巡検は2日間にわたって行われまし
た．移動はほとんどが車で，荒野のオフロードを1時間以上も走り
つづけることもありました．途中にほとんど人工物はなく，ここは
日本とは全く違うのだとあらためて思い知らされます．

巡検でひときわ印象に残ったのは，まず1日目に見た“Craters
of the Moon”です．これは地元の観光名所にもなっており，その
名の通り噴出口がクレーター状になって保存されています．また，
見事な溶岩トンネルをみることもでき，パホイホイ溶岩流，アア溶
岩流の形態の違いなどがはっきりとわかります．

2日目には，Snake River Plainにある楯状火山の頂上まで往復3
時間かけて登りました．火山といっても標高は非常に低く，ちょっ
とした丘のようなものです．途中に歩いた場所はほとんど植生がな
いため玄武岩がすべて剥き出しで，つい先日噴火したばかりのよう
な光景でした．溶岩が冷えて収縮したためにできた巨大なクレバス，
牛糞のような変形した火山弾，溶岩湖が冷えてできた一面の皺など，
私は堆積学が専門のため，見るものすべてが物珍しく興奮しました．
そして，頂上の光景はすばらしい，いやすさまじいものでした．黒
い岩石が見渡す限りに広がっていて，平野の中に自分達がぽつんと
立っていることに気づきます．日本では見られない地平線の向こう
まで広がる荒野，それだけでも見る価値はありました．

Postcruise meetingとその後の巡検，あわせてわずか4日間のア
メリカ訪問でしたが，大きな経験を得ることができたように思いま
す．何よりもの収穫は，一緒に船の上で2ヶ月を過ごした仲間達と
また会えたことかもしれません．つたない英語でも必死に話すと通
じるもので，毎晩の食事などの際に様々な興味深い話をきくことが
できました．またきっと，彼らと会うことがあるだろうと思うと，
これから国際学会に参加することが楽しみになってきます．

院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の2
人でおこなっています．e-mailでいただければ幸いです．
naruse@bs.kueps.kyoto-u.ac.jp 成瀬　元（京大）
tomaru@gbs.eps.s.u-tokyo.ac.jp 戸丸　仁（東大）

ODP Postcruise meeting 体験記

成瀬　元（京都大学大学院理学研究科地球惑星
科学専攻・博士後期課程3年） 写真1． 大草原の小さな露頭．アイダホ州Snake River Plain．
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☆日本地質学会環境地質研究委員会

環境地質研究委員会では，日本情報地質学会と日本鉱物学会（交
渉中）との共催で下記のシンポジウムを開催します．

このシンポジウムは，環境地質や地質環境に関する調査・研究に
携わる方々から広く発表を募り，投稿された論文の内容から数セッ
ションに分けてプログラムを組みます．講演時間は質問時間を含め
て1題15分とし，各セッションの終わりには総合討論の時間をもう
け今後のその分野の研究の方向性などを議論してもらうようにして
います．

本シンポジウムは独自会計で実施しております．地質学会会員・
非会員を問わず，広く環境地質に携わる方々の積極的参加を期待し
ています．

なお，今回はこのシンポの直前に首都圏で行われるIUGS委員会
COGEOENVIRONMENT年会に来日される各国の参加者にも参加
いただく予定にしています．

記
期日：2002年11月22日（金）・23日（土）
会場：北とぴあ　7階　第1集会室・第2集会室
（JR京浜東北線「王子」駅北口または営団地下鉄南北線「王子」
駅5番出口より徒歩2分）

募集講演論文内容：
グローバルな地質環境変化，地球環境，海水準変動，潮位変動，潮
流の変化，過去の気候変化，水域の変遷と環境変化，湖沼の成因と
環境，汽水湖の形成と環境変化，湾の環境変化，海洋環境の変化，
地下水盆管理，地下水資源の利用と地質環境問題，水文地質，地下
水位変動とそれによる障害，地下水枯渇，地盤の沈下，地層収縮，
地下水涵養機構，地下水涵養と涵養域，湧水，地質汚染（地下空気
汚染，地下水汚染，地層汚染，土壌汚染，底質汚染），廃棄物層，
廃棄物堆積構造，廃棄物層基底問題，廃棄物層による地盤の有効利
用とメンテナンス，放射性廃棄物・地質環境の長期安定性，地震地
質，地震地質災害，被害と地質構造，地質の液状化と流動化および
その被害，斜面崩壊と地震動，地質と震動増幅特性，地質構造と震
動特性，異常震動域，地震動の観測，2000 年鳥取県西部地震，
2001年芸予地震，活構造，活断層，活褶曲，活地塊，震源と地質
構造，地震災害の編年，地下水位変動と地震，地震発生機構とその
予知・予測，土地利用とメンテナンス，宅地やゴルフ場などの大規
模土地造成と地質環境の変化，環境影響評価，環境資源管理，有害
地質，現世堆積物，鉱山開発とメンテナンス，大規模地下開発と地
質環境の変化，各種立地適正，人工地層，盛土層，埋立層，都市地
質，都市計画と地質環境，都市の立地適正と地質環境，都市域の拡
大と地質災害，都市域における地質災害，都市開発と洪水，都市開
発と地下水の涵養域の変化，都市域のおける地質環境保全とその修
復，都市域における地質環境創造，地質災害，防災地質，斜面崩壊，
火山災害，災害予測および予測図，ハザードマップ，災害予測図，
地質環境計測とその測定手法，地盤沈下観測，地下水位観測，地下
水質測定，地下流体の移動観測，測地，地震動観測，地層採取技
術・方法，リスクマネージメント，地質環境損害の具体例，地質環
境損害と保険，地震保険，地質災害と保険，法地質学，土地に関す
る法体系，地質汚染と法体系，地質環境問題と法体系，大地の利用
と法，大地に関する訴訟例，地質環境の持続的利用とその問題点，
温泉開発，地下水開発，その他持続可能な地下資源開発，地質環境
指標，医療地質，地質圏における生物資源とその利用，地質の多様
性，Green Geology，地質環境へのリモートセンシングの応用，地
質環境に関するシミュレーション，環境教育，環境倫理など．

講演申込み要領：
1） 申込み方法：講演は同一発表者（トップ名）2題まで受け付け

ます．下記様式にて，2002年9月20日までにFAXまたは葉書，
にて申し込んでください．発表講演数1題の場合には下表1欄に，
2題の場合は1,2欄にそれぞれ記入して下さい．

2） 申込書受領後，講演論文原稿用紙及び執筆要領を送付します．
3） 講演論文は，環境地質研究委員会所定の原稿用紙に4枚または

6枚（5枚は不可）でまとめ，2002年11月1日までに提出して下
さい．

4） 論文は，邦文または英文で書いて下さい．なお邦文論文につい
ては，英文要旨を1枚つけるとともに，図・表のキャプションは
英文で書いて下さい．

5） 講演論文集は，原則として原稿をそのままB5版にオフセット
印刷します．よって，引用漏れや誤字・脱字等の原稿不備，論理
構成や論文内容は執筆者の責任となりますので注意して下さい．

6） なお，論文講演者には別刷を進呈いたします．

（講演申込み様式）
第11回環境地質学シンポジウム発表申込み書

講演申込み先：
日本地質学会環境地質研究委員会
〒101_0032 東京都千代田区岩本町2_8_15 井桁ビル
電話 03_5823_1150 Fax 03_5823_1156

会費（予定）：
1） 講演および参加　1題講演の場合7,500円

2題講演の場合8,000円
（これらには，参加費・論文集代を含みます）

2） 参加のみ　参加費（論文集代含む）7,000円
（大学学部生以下　5,000円）

＊申し込みは環境地質研究委員会ホームページからも可能です．
アドレスは，http://www.bekkoame.ne.jp/̃jcenvgeoです．
過去のシンポジウム講演集の目次内容や在庫状況もホームページ
で確認できます．

委 員 会 だ よ り

第12回環境地質学シンポジウムの開催と講演論文募集のお知らせ（第1報）

題　名�

発表者�

内容・希望�

題　名�

発表者�

内容・希望�

1

2

原稿送付先�
住　所�

氏　名�

〒�
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☆女性地球科学者の未来を考える委員会

＜地球惑星合同学会，初のゼロ歳児保育
と夜間保育実現＞

5月27日から31日まで，地球惑星合同学会が開かれました．そ
の折に，保育室が設けられ，利用した家族は8組，利用学会関係者
は10名，利用した子供の実数は9名，利用した子供数はのべ22名

（約115時間）となりました．保育室は今年で5年目ですが，利用者
が定着し，安心して学会に出席できたと，よろこびの声がよせられ
ています．今年は宮城教育大学の高田敏子さんと神戸大学の中村昭
子さんがお世話して下さいましたが，初のゼロ歳児保育と夜間保育

（夜9時まで）が実現しました．昨年，保育室懇談会に出席して下
さった出産予定者がゼロ歳児保育と夜間保育を今年希望し，実現し
たものです．今回，5月29日に行われた保育所懇談会には今年出産
予定の方や男性2名を含め14名が出席し，保育状況と感想，利用料
金，補助金，申し込み方法などについて話し合われ，大変盛会でし
た．

なお，現在，保育室のメーリングリストは40名ですが，希望者
はご連絡ください．なお，今年9月の地質学会（新潟大学）の折に
も，保育室設置が予定されていますので，ご利用ください．

女性科学者の未来を考える委員会　代表　田崎和江

☆技術者継続教育委員会

日本工学会主催「学協会共通問題に関す
る討論会（技術者継続教育）」に参加して

2002年5月8日東京で開催された表記討論会に参加したのでその
概要を報告します．この討論会は地質学会News 4月号でシンポジ
ウム「学協会における技術者能力開発システム」として公文委員長
から案内されたものです．今回の記事は技術者継続教育委員会委員
へのメイルでの報告をもとにいています．

この討論会は，日本工学会の主催で，日本工学会の正会員の100
学協会が共催となり，開かれたもので，約160人の事前登録者があ
った．日本工学会総会の直前に開催される討論会との性格から日本
工学会所属学協会からの代表約100人が参加している．地質工学関
連の学会としては資源素材学会，日本鉱業会，物理探査学会からの
参加がリストに認められる．学協会以外には大学，産業界からの参
加が多い．

討論会は午前の第1部では主に継続教育の現状が紹介された．日
本工学会による海外の継続教育の現状調査を実施した国立情報学研
究所アンジェリノ客員教授が，ドイツ，フランス，英国での継続教
育の現状を報告した．報告は大学等における技術者教育を基礎とし
て，さらに継続して行われることが必要な技術者教育のシステムの
調査であるため，各国の大学での技術者教育システムの説明から始
まり，技術者資格の状況等の紹介が含まれていた．

この後に，化学工学会，計測自動制御学会，地盤工学会，土木学
会における継続教育の取り組みに関する各学会の報告があった．

化学工学会はケミカル人材育成センターを設け，その中に継続教
育委員会を設置し，継続教育を実施している．継続教育は会員･産
業界のニーズに合ったプログラムを作成し，原理原則と実務の架け
橋となる内容を提供している．また修了書の授与，受講記録の管理
も行っており，技術士の継続教育への寄与を考えている．

地盤工学会では継続教育のコンセプト，運用方法，実行計画をま
とめ，現在暫定運用へと進んでいる．そのシステムはG-CPD制度

（GはGeotechnicalの略）と称し，継続教育プログラムの提供と案
内，参加登録，記録システムから成る，会員にはカードが発行され，
イベント参加時には会場でカードリーダーにて参加登録を行う．そ
れにより，各個人のCPD記録へ登録がなされる．

土木学会では手帳型の継続教育記録簿を使用し，各イベントに参
加した時に，会場に準備されているスタンプで参加証明印を押すか，
またはシールを貼るシステムを準備している．

今回の討論会でも日本工学会は日付け入りのスタンプを準備して
おり，継続教育の対象となるイベントに参加したことの証明が可能
であった．

午後の第2部では企業からの継続教育への要請と期待，また継続
教育に対する技術者ニーズ調査の結果が報告された．企業において
は，景気の低迷により企業体力に限界があり企業内教育の質的変化
が迫られている．この様な中で学協会による継続教育の重要性がで
てくるとの意見が多かった．日本工学会では文部科学省の委託費に
より，継続教育のコンテンツとして何を求めるかとのアンケート調
査を実施し，その概要が報告された．このような調査によるユーザ
からの意見の吸い上げは，地質学会が継続教育に取り組む場合も検
討する必要があろうと感じた．

第3部は「PDE協議会に望むと」題したパネルディスカッション
で，技術者教育システムと継続教育の国際的な整合性についての2
点を議論をする予定が示されたが，時間の都合で日本における技術
者教育システムのあり方に議論が集中した．

今まで，技術者継続教育については，技術者教育の国際的な整合
性への対応を一つの契機とした技術士の継続教育の責務が中心課題
と考えていた．しかし，今回この討論会での講演を聞き，日本の産
業構造および雇用システムの変化と科学技術の急速な進展への対応
が継続教育の必要性をさらに増していると実感した．

（技術者継続教育委員会委員　小笠原正継）

写真　上左：すっかり仲良し，常連5年目の子供達，上右：ゼロ歳
児とお父さん，下：保育所懇談会の様子（今年は14名が参加しま
した）．
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☆オンライン化検討員会

オンライン学会支援システムのデモンス
トレーション行われる．

5月28日（17 : 00_20 : 00），地球惑星関連学会合同大会期間中に
e-gakkai.comの竹井氏，大和田氏のご協力により学会支援ASP

（Application Service Provider）のデモンストレーションを行いまし
た．ASPについてはニュース誌Vol. 5 No. 4，p.11をご覧下さい．当
日はオンライン化検討委員会委員，事務局員ほか合計8名が出席し
熱心に質問しました．当初1時間程度を予定していましたが，休憩
を取ることも忘れ，3時間近くにおよぶオンライン化の勉強会と化
してしまいました．当日は，「会員システム」，「年会・総会システ
ム」，「電子投稿システム」，「各種応募・登録システム」，「メーリン
グリストシステム」，「メルマガシステム」，「オンライン販売」，「オ
ンライン決済」について，e-gakkai.comのサーバーと接続し実際的
に紹介していただきました．まだ，開発途上にあるものもありまし
たが，それぞれのASPシステムの管理画面を見ることができ，管
理者の作業を具体的にイメージできました．また，素朴な質問や疑
問にも丁寧にお答えいただき，ASPシステムを肌で感じることがで
きたように思います．

オンライン化検討委員会では役員選挙と同時に会員のIT環境や

ITへの意識を調査するためのアンケートを実施いたします．これ
まで委員会で検討してきたことに，今回のデモで得た知識や経験，
そして，アンケートの結果を加えて総括し，年度内に答申をまとめ
る予定です．

出席者：天野一男，立石雅昭，鈴木徳行，公文富士夫，安藤寿男，
橋辺菊恵，細川寿子，斉藤昭子．e-gakkai.comより，竹井正一氏，
大和田克紀氏

（オンライン化検討委員会　文責　鈴木徳行）

熱心に説明を聞くオンライン化検討委員会メンバーと事務局職員

国立情報研究所の電子図書館を利用しませんか！！

インターネット（電子図書館http://els.nii.ac.jp/）で，地質学雑誌（1998年12月号まで），地質学論集（1998年，no.50まで）,
地質ニュース誌（1998年12月号まで），地質学会講演要旨集（1999年分まで）が第1号から無料閲覧できます．これで，ご家庭の
蔵書・スペース問題は一挙に解決です．ただし，地質学論集は会員でも有料です．アイランドアーク誌はBlackwell社に版権があ
りますので，このサービスの対象となっていません．利用可能な対象は毎年1年ずつ新しくなります．

利用するためには利用申請（登録）が必要となります．上記URLへ入り，利用申請についての説明（登録要項，記入例，研究
分野一覧表など）を参考に申込書を書いて，下記宛に申し込めば，1,2週間でIDとパスワードが送られてくることになっています．

地質学会発行の雑誌等の無料閲覧には所属学会の会員証明が必要です．非会員は有料となります．地質学会事務所へ申し込んでい

ただけば，学会の会員証明を済ませた利用申込用紙をお送りいたします．

利用登録をしなくても，題目と著者名までは閲覧が可能です．なお，pluginの設定条件に制約があることが判明しています．ホ
ームページの説明に従って新しいpluginをインストールしてください．

地質学雑誌：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN00141768
地質学論集：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN00141779
日本地質学会news誌：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN11417064
日本地質学会学術大会講演要：http://els.nii.sc.jp/dsearch.php3?ncid=AN10269961

※以上は日本語（非SSL）版へのリンク先です．

利用申込み用紙送付先：
〒101_8430 東京都千代田区一ツ橋2_1_2 国立情報研究所開発・事業部企画調整課　共同利用係　宛

（日本地質学会総務委員会）



日本地質学会News 5 （ 6 ） 25

第109年会（新潟）ヘのお誘い

ニュース誌5月号予告にもあるとおり，本学会第109年総会なら
日に学術大会が，今年9月14日（土）～16日（月・振替休日）の日
程で行われます．

秋の行事日程などとの関係で，私たち教師会員にとって必ずしも
出やすい時期ではありませんが，行事委員会の方々にも格段の配慮
をしていただく手はずになっていますので，それを無にしないとい
う意味でも思い切って参加し，命の洗濯をしてみませんか．

会期中の，地学教育関係イベントとしては，以下に紹介するよう
に，「地学教育・地学史」セッション，「学校教育・生涯教育合同夜
間小集会」，「教師のための野外巡検」の3件を予定し，日程的にも
中日から最終日にかけて連続するよう，組み込んでいただくつもり
でおります．

1．「地学教育・地学史」セッション
個人講演は，学会学術大会のメインになるセッションであること

はいうまでもありませんが，このセッションは，元来地学教育者の
立場からアプローチした環境問題や自然災害調査等への取り組み，
授業の中で生かした研究成果，地学分野の研究や教育についての歴
史的な考察，等を発表する場として設けられたものです．したがっ
て，日常生活の中での研究時間確保が難しくなり，学会から足が遠
のきかけている教師会員にとっても，唯一授業やクラブ活動等の実
践報告という形で参加できる場ということができます．

1993年の，第90年（鹿児島）大会で初めて設置されて以来，毎
年10数件の講演が，ポスターセッションも含め行われています．

質疑の時間も含めわずか15分の講演時間という制約はあります
が，日ごろ子どもたちと接する中で「ハッ」とひらめいたヒントは
もちろん，悪戦苦闘の赤裸々な実態なども，人前で話してみると思
わぬ道が開けてくることがありますし，他人の話を聞いてみるだけ
でも，目から鱗の落ちることがあります．

また，ポスターセッションでは，自由な討論時間が確保できるメ
リットもあります．

一人でも多くの方々の講演お申し込みをお待ちしております．
なお，「挑戦してみたいが初めてなので…」という方など，学校

教育委員会としてもご相談に応じたいと思いますので，下記世話人
までお気軽にお声をおかけください．
世話人：阿部国広（電話/Fax 044_751_1840，mail : abek1@cello.

ocn.ne.jp）
佐瀬和義（電話/Fax 03_3976_0872）
府川宗雄（電話 0463_93_7268，mail : amzinate@ja2.
so-net.ne.jp）

2． 夜間小集会
こちらの集会は，共通の話題や当面の問題等について議論し，意

見や経験を交流するための場です．
シンポジウムとは違って，また，会場の地理的条件などとの絡み

もあって，必ずしも十分な時間が取れるわけではありませんが，フ
リートーキングは可能です．

地学教育の小集会では，時間を有効に使う意味で，始めに開催地
域を含め，2・3の提言を受けて討論に入るミニシンポジウム形式
を取ってきています．

昨年（金沢）は，「各地の地学教育の状況と今後の課題」，98年
（松本）は「子どもたちと調べる私たちの大地」というテーマで，
それぞれ小・中学校現場の会員から提言を受け，討論を展開してい
ます．

今回は，2月に箱根町で行われた学校教育・生涯教育合同委員会
合宿で浮き彫りにされた「小・中学校で実施されはじめた総合学習
をめぐる学校現場と博物館のよりよい関係とは」，という問題を少

し発展させる形で合同小集会をもつこと
になりました．

テーマは「総合学習における校外施設
の利用と学校教育への協力」で，まず，
学校側からは「こういう博物館であって
欲しい」，博物館側からは「こういう形
で協力したい」という提言をしてもらい，
それを受けて討論を展開すべく，目下世
話人の間で企画・調整を進めています．

論議し尽くせないことは「会場外で」ということになるでしょう
が，こちらもまた更に実入りが多いことと思われます．

昼間の個人講演から，翌日の巡検につなぐ意味で，ぜひ多くの
方々の参加をお待ちしております．
世話人：阿部国広（学校教育），柴　正博（生涯教育）

3． 野外巡検
通常，年会時の巡検は総会・個人講演会期の前後におかれるため，

平日になってしまい，休暇の取りにくい教師会員にとっては参加が
極めて困難な状況です．そこで，今回は振替休日に当たる会期最終
日に特別に配置してもらい，参加の便をはかってもらうことにしま
した．詳細は本ページ別項をご覧いただき，多数ご参加くださるよ
う期待しております．
世話人：鈴木邦夫

第109年会　教員向け新潟巡検案内

主催：日本地質学会学校教育委員会
実施日：平成14年9月16日（月）
対象者：地質学会教員会員・一般の小・中・高等学校教員
定員：25名（申し込み順）

全国の教員会員，ならびに新潟市内の教員の皆さん学校教育委員
会では地学の面白さと大切さを多くの教員に理解してもらおうとの
趣旨から，今年度年会から，日ごろの教育実践に役立つ巡検を企画
することにしました．新潟県の会員は県内の小中高校の教員各層に
呼びかけ参加を募ってください．

巡検講師：白井健裕（新潟大・日本地質学会会員）ほか
巡検場所・巡検内容予定：
・新潟市内（新潟平野の地質と平野の形成・地盤沈下―日本一の沈

下・海岸決壊の状況―大河津分水・港の突堤作りによる・水溶性
天然ガスの抜き取りによる地盤沈下・放水路）

・新津油田（油田・新第三系に関する巡検）
出発場所・時刻：新潟大学9 : 00発
解散場所・時刻：新潟駅17 : 00解散（遅くても17 : 30には解散）
参加費用：5000円（予定）

新潟平野は6000年前には縄文海進によってできた湾に長い砂嘴が
でき砂嘴内を信濃川水系の土砂が湾内を埋め尽くして形成されまし
た．そのため多くの潟湖が形成されています．小・中学校での地学
教材作りにもってこいの巡検です．また化石燃料となっている石油
の染み出している露頭を見ることができるのも今回の巡検の見所で
す．授業に役立つ巡検になることを確信しています．

問い合わせは
巡検担当者学校教育委員　鈴木邦夫（電話 0492_81_0301）
学校教育委員長　阿部国広（電話/Fax 044_751_1840）

e-meil : abek1@cello.ocn.ne.jp

地学教育のページ

年
会
へ
の

お
誘
い



26 日本地質学会News 5 （ 6 ）

研究紹介：

Discovery of a new supercontinent
John J.W. Rogers
University of North Carolina at Chapel Hill, U.S.A.
jrogers@email.unc.edu

M. Santosh
Faculty of Science, Kochi University, Japan
santosh@cc.kochi-u.ac.jp

A new supercontinent termed "Columbia" has been discovered by
John Rogers, who works at the University of North Carolina in
Chapel Hill (USA), and Santosh, an Indian scientist working at Kochi
University in Japan.

About 200m years ago, all the continents on the globe were clus-
tered together in a "supercontinent" known as Pangaea.
Gondwanaland is the name given to the southern half of this land-
mass, the part that includes modern-day Africa, Australia, South
America, Antarctica and India.  In a recent new discovery published
in the journal "Gondwana Research", Rogers and Santosh (2002)
identified the configuration of a supercontient that existed a billion
and half years earlier and described how the planet might have
looked like long before Pangaea and Gondwanaland had formed. 

Gological evidence gathered by Rogers and Santosh (2002) sug-
gests that a supercontinent containing almost all of the earth's conti-
nental crust existed from approximately 1800 to 1500 Ma (Fig.1).
They termed this supercontinent as "Columbia", because some of the
best evidence for its existence comes from the Columbia river region
of the north-western United States. 

The concept of Columbia arose when geologists working through-
out the world recognized the very large number of orogenic belts that
became active in the general age range of 2.1_1.8 Ga.  Some belts
were probably within large continental blocks that had already been
established before ～2 Ga, but others contributed to additional conti-
nental growth and accretion at that time. 

The critical evidence for its existence is the fit of mid-Proterozoic
rift valleys in eastern India with similar rifts in western cratonic North
America.  They apparently represent early stages of fragmentation
that led to the development of the younger supercontinent Rodinia at
ca. 1.0 Ga. 

The configuration of Columbia is very similar to that of Pangea,
the supercontinent that existed ca. 200 Ma ago.  In both superconti-
nents, one margin was a continuous belt of subduction and accretion,
while the other margin was divided between a zone of rifting and a
zone of accretion of blocks from the rifting margin.   

Evidence from orognic zones suggests that the east coasts of India
and southern Australia were compressed against western North
America.  Western Brazil and eastern North America jointly formed a

long continental margin where mountain-building occurred.  The
eastern coast of South America and the western coast of Africa were
also joined, just as they are thought to have been in Gondwanaland. 

Evidence for the disruption of Columbia came from matching pat-
terns of two pairs of geological rifts in the western United States and
India.  In India, the rifts are known as the Mahanadi and the
Godavari; in North America, they are called the Belt and the Uinta.  In
both countries, these rifts are about 500km apart.  Isotope age dating
suggests that they are the same age.  Judging from this evidence, the
rifts formed about 1.5 billion years ago.  This was round the time
when Columbia began to break up.  About 500 million years later, its
pieces reassembled to form yet another supercontinent, called
Rodinia.  Geologists believe that Rodinia disintegrated about 750 mil-
lion years ago and then reformed into Pangaea after a period of frag-
mentation that, once again, lasted for roughly 500 millionyears. 

Columbia, Rodinia and Pangaea all have quite similar configura-
tions.  The period of time that separates one from the next is about
the same.  It cannot be a coincidence that a single supercontinent
with a Pangaea-like configuration emerges time and again.
Continental drift could be a periodic process, perhaps driven by con-
vection in the earth's mantle. 

Rodinia and Pangaea resulted from the aggregation of a few large
masses that continually shuffle around.  These masses form identifi-
able blocks within all three proposed supercontinents.  If the past pat-
tern holds, it is even possible to predict the emergence of a new
supercontinent in about 500m years' time.  

J.J.W. Rogers and M. Santosh (2002) Configuration of Columbia, a
Mesoproterozoic supercontinent.  Gondwana Res., v. 5, pp. 5_22. 
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Fig.1 Configuration of the new supercontinent Columbia
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2002年度　第11回執行委員会

日　時：2002年5月20日（月）13 : 00～18 : 00
場　所：地質学会事務局
出席者：立石執行委員長，永広副執行委員長
執行委員：運財―公文・天野，学研―伊藤，編出―久保，普教―高

橋　水野（事務局）
おもな報告・審議事項は以下の通りである．
1． 産総研地質調査総合センター，2002年地質情報展「新潟」―
のぞいてみよう大地の不思議―（9.14_9.16，新潟市民芸術文化会
館）の共催を承認した．

2． 日本学術会議第19期会員推薦のための学術研究団体登録の登
録申請を5月1日付けで提出した．

3． 平成15年度科研費審査委員候補者の推薦を各研連委員長に対
して行った．最終提出名簿は3月評議員会の後に候補者数の追加
依頼，選出された候補者の辞退，分科・細目の候補者の分野の限
定等のために変動があり，科研費検討委員会で検討して決定した．

4．「第三種・第四種郵便制度の存続を求める要望書」を総務大臣
宛に5月10日付けで送付した．

5． 事 務 局 の I T 環 境 の 整 備 と し て こ れ ま で に パ ソ コ ン
（MacintoshG4，Windows NECパソコン）ならびにコピー機を入
れ替えた（リース）．IT機器等のリース料金，機器入れ替えによ
る年間差額（保守料除く）は＋86,400円である．

6． インターネット運営小委員会委員の役割分担を明確にし，HP
充実のための体制を整えた．地質学雑誌とアイランドアークの目

次を掲載するようになった．年会・総会のHPを地元実行委員会
で作成していただき，それにリンクを張るようにする．

7．「朝倉・地方地質誌」の編集について，評議員会での報告内容
との関わりで方針を審議した．編集委員会の独自性を確保するた
めに評議員会では報告にとどめることとしたが，今後，こうした
企画についての取り扱いをどうするか，一定の指針を策定する必
要がある．

8． 18年度からセンター試験の内容が変更されるに伴って，地学
の受験生を増大させ，高校での地学履修生増をはかるために，地
学教育委員会共々，検討を進めることとした．

9． 大湧谷火山博物館の存続を求める要請書を送付した．秋には
こうした火山博物館の重要性を訴えることを目的としたシンポジ
ウムを生涯教育委員会として企画する．

10． 技術者継続教育委員会：（社）全国地質調査業協会連合会より
5月14日付けで，「“ジオスクーリングネット”運用状況のご案内
とお願い」が届いた．

11． 倫理規定等検討委員会：5月10日に検討委員会を行い，著作
権法をめぐる問題点，専門家の司法専門委員としての裁判への関
与の必要性，関連して学会として倫理規定をもつことの必要性等
に関して，検討を進めている．高木宏行弁護士からの著作権裁判
に関する解説，同弁護士を中心とした質疑応答・意見交換が行っ
た．6月評議員会には中間報告を行う予定．

12． 2002年度第4回定例評議員会の開催通知について審議した．
議題として，各賞選考，名誉会員，50年会員謙称者，日本学術
会議第19期会員候補者の選出について，法人化について，第19
回総会（新潟）について，などを取り上げることとした．

執 行 委 員 会 だ よ り

2002年度　第12回執行委員会

期　日：2002年6月10日（月）13 : 00～18 : 00
場　所：地質学会事務局
出席者：立石執行委員長　公文・天野，渡部，高橋各執行委員　徳

岡副会長　水野（事務局）
主な報告・審議事項は以下の通り．
1） 選挙管理委員会が発足し，役員立候補届けを確認した．会長
と副会長についてはそれぞれ改選定数の　立候補者数であったの
で，それぞれ無投票当選とし，当選通知を出した．（会長-平　朝
彦，副会長-加藤碵一・木村　学）．評議員立候補者数は改選定数
25名に対し，33名の立候補者があったので，選挙細　則に基づ
き選挙を行うこととした．なお，投票用紙は6月中旬までに発送
の予定である．
なお，選挙事務の円滑化のため，事務局より選挙委員の選出を今
後，12月の評議員会で行って欲しいとの要望が出された．

2） 選挙管理委員会に対して5月24日付けで執行委員長名により，
役員選挙投票用紙にオンラインアンケート用紙（マークシート）
を同封発送・同封回収することについて了承を求める文書を送
り，了承された．

3） エリトリア共和国，アスマラ大学から地質学雑誌などの寄贈
依頼が寄せられた．事情を鑑み，当面今年度発行の雑誌から送付
することとした．

4） 50年会員顕彰について：1952年1月_12月に入会の下記34名
の会員が顕彰対象となる（名は名誉会員）．糸魚川淳二（名），佐
藤博之（名），堀口萬吉（名），村田正文（名），相原安津夫，荒
牧　寛，猪郷久義，石田志朗，稲葉　明，氏家　宏，小倉義雄，
小畠郁夫，加治敦次，加藤　昭，日下部吉彦，久保誠二，倉沢
一，小林二三雄，坂本　亨，志岐常正，柴崎達雄，島田春生，森
胤礼儀，鎮西清高，戸谷啓一郎，中根三郎，西川　泰，長谷川善

和，蜂須紀夫，濱田隆士，平山次郎，松田時彦，宮村　学，山本
威．新潟総会で表彰することとした．

5） インターネット運営小委員会で地質学会のホームページ改善
方策を検討し，改善案を作成した．

6） 第109年総会・年会（2002年，秋，新潟）に向け，一般講演，
見学会など受付がはじまった．ホームページが第4回評議員会ま
でには開設される見通し．地質情報展については大学の後援が得
られることとなった．これを受け，県教育委員会などに講演を依
頼することとしている．

7） 地質基準委員会では地質用語集の策定に向け，会合を重ねて
いる．次回，6月25日を予定．

8） JABEE委員会ではこの間の審査員養成講座，シンポジウムな
どの報告を作成した．ニュース誌に内容を掲載するとともに，学
会全体としてJABEEコースを開設する気運を盛り上げるために，
新潟大会時に夜間小集会を開くこととした．

9） オンライン化検討委員会では5月28日，合同学会会場内にて，
学会支援のためのASPシステムデモンストレーションを行った．
開発企業担当者から説明を受けつつ，意見交換を行った．また，
役員選挙投票にあわせて，学会オンライン化についてアンケート
を実施する準備を進めた．9月総会前の評議員

10） 法人化調査検討委員会の審議経過の報告を受け，第4回評議
員会での討議の仕方について意見交換を行った．特に，総会に向
け，評議員会で提案する内容を以下のようにすることとした．

「学会法人化に向け，準備委員会を設置し，具体的な定款，運営
の基本的枠組みを検討し，提案するとともに，基金を募集する．」

11） 倫理規定等検討委員会は6月評議員会への中間報告案をまと
める準備を進めている．特に学会の倫理　綱領策定のための委員
会設置を提案しているが，これを了承した．

12） 専門部会第四紀地質部会の設立申請について評議員会にはか
り，総会の承認を得た後，発足することとした．
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地球科学分野に関係する研究会，学会，国
際会議などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆さまの情
報をお待ちしています．
☆印は，日本地質学会行事．

■6月　June
○地質学史懇話会例会
日時：6月15日（土）13 : 30～17 : 00
場所：北とぴあ（東京・王子）
内容：講演3題．詳細はホームページで．
http://www.geocities.co.jp/Technopolis/9866
/jahigeo.html

☆日本地質学会中部支部設立総会
6月15日（土）
場所：名古屋大学理学部B5講義室
シンポジウム「中部地方の地質学の発展をめ
ざして―研究成果と課題―」
巡検「三河地方の領家帯の変形とCHIME年
代，中央構造線，設楽層群」6月16日（日）

○日本古生物学会2002年年会・総会
6月21日（金）～23日（日）
場所：福井県立恐竜博物館
シンポジウム「環日本海地域における白亜系
層序と国際対比―手取層群を中心として―

（仮題）」
http://ammo.kueps.kyoto-u.ac.jp/palaeont/

☆日本地質学会　近畿・四国・西日本
支部合同大会
6月29日（土）
場所：岡山大学

■7月　July
○第20回化石研究会総会・学術大会

7月6日（土）～7日（日）
場所：大阪市立自然史博物館
http://www.mascat.nihon-u.ac.jp/FOSCL/

○第37回地盤工学研究発表会
7月16日（火）～18日（木）
場所　クランキューブ大阪（大阪国際会議場）
＊17日（水）15 : 00より特別講演会

「地球温暖化防止に向けた世界の動き，国内
の動き―京都議定書の発効をめぐって―」
詳細は，http://www.jiban.or.jp/

■8月　August
◯第56回地学団体研究会総会
8月2日（金）～4日（日）
場所：北海道教育大学札幌校，かでる2・7

（北海道立道民活動センタービル）
シンポジウム「第三紀」「博物館」「付加体」

「環境」「応用地質」「地学教育」を予定
http://strati.sci.hokudai.ac.jp/agcj_hok/sokai
2002/

○ The 2002 Goldschmidt Conference
incorporating ICOG (the International
Conference on Geochronology)
8月18日（日）～23日（金）
場所：Davos, Switzerland
http://www.goldschmidt-conference.com/
2002/gold2002/

◯第4回国際レルゾライト会議
4th International Workshop on Orogenic
Lherzolite and Mantle Processes
8月26日（月）～9月3日（火） 場所：北海
道様似町公民館　http ://ganko.eps.nagoya-
u.ac.jp/iec2001/index.html

■9月　September
◯ 6th International Symposium on the
Jurassic System
9月12日（木）～22日（日）
場所：Mondello, Palermo, Sicily, ITALY
http ://www.dst.unito.it/6thisjs/

○第46回粘土科学討論会
9月19日（木）・20日（金）
場所　東北大学農学部・農学研究科　講義棟
東北大学大学院農学研究科　南條正巳
電話 022_717_8645 Fax 022_717_8649
e-mail nanzyo@bios.tohoku.ac.jp

■11月　November
◯第18回ゼオライト研究発表会
11月21日（木）・22日（金）
会場：早稲田大学国際会議場
松方正彦（早稲田大学理工学部応用化学科
電話/Fax 03_5286_3850 e-mail mmatsu@
waseda.c.jp）

☆日本地質学会第109年年会・
総会（新潟大会）
9月14日（土）～16日（月）
場所：新潟大学（新潟市）

■2月　February 2003
◯第8回太平洋地域新第三系国際会議
The 8th International Congress on Pacific
Neogene Stratigraphy
2月3日（月）～5日（水）
場所：タイ国チェンマイ市プーカムホテル
連絡先：〒 422_8035 静岡市宮竹 1_9_24
土　隆一研究事務所
電話 054_238_3240 FAX 054_238_3241
E-mail : rtsuchi@mvi.biglobe.ne.jp

■3月　March 2003
Second Conference on Salt Water Intru-
sion in Coastal Aquifers : Monitoring,
Modeling and Management
2003年3月27日～4月2日
開催地：Merida, Yucatan, Mexico
詳細は、www.igeofcu.unam.mx/swica2/

C A L E ND A R

5月号ニュース誌に掲載の「日
本地質学会2001年度会計決算案
と2002年度予算案について」の
うち「2001年度（平成13年度）
決算（案）：支出の部」（p25）に
おいて、編集時のミスによる数字
の誤りがありました．会計監査を
受けた正しい数字は，左記の太字
部分です．ここにお詫びし訂正い
たします．

（会計委員長　公文富士夫）

訂正


